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五
三

は
じ
め
に

　

弥
勒
下
生
信
仰
と
は
、
釈
迦
入
滅
後
五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
、
兜
率
天
よ
り

こ
の
世
に
下
生
し
た
弥
勒
が
行
う
、
弥
勒
三
会
に
値
遇
す
る
こ
と
を
願
う
未
来
的

信
仰
で
あ
る
。
し
か
し
中
国
で
は
六
世
紀
後
半
の
北
斉
時
代
（
五
五
〇
～
五
七

七
）
に
お
い
て
、
今
こ
の
現
世
こ
そ
が
弥
勒
の
下
生
す
る
世
界
で
あ
る
と
考
え
る

現
世
利
益
的
信
仰
が
見
ら
れ
る
。
筆
者
は
以
前
、
北
斉
初
代
文
宣
帝
（
五
五
〇
～

五
五
九
在
位
）
に
よ
り
造
営
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
北
響
堂
山
石
窟
北
洞
（
以
下

北
洞
と
記
す
）
に
つ
い
て
考
察
し
、
中
心
方
柱
に
表
さ
れ
た
如
来
坐
像
・
如
来
倚

坐
像
・
如
来
半
跏
像
が
全
て
弥
勒
如
来
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
、
弥
勒
の
成
仏
か

ら
弥
勒
三
会
ま
で
の
場
面
に
当
た
る
も
の
と
し
、
弥
勒
下
生
の
世
界
を
現
世
に
具

現
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
を
提
示
し
、
そ
の
背
景
に
文
宣
帝
の
転
輪
聖
王

へ
の
意
識
を
想
定
し
た（（
（

。
現
在
管
見
の
限
り
、
同
時
代
の
中
国
に
同
様
の
作
例
は

見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
弥
勒
の
下
生
を
現
世
に
引
き
寄
せ
る
現
世

　

朝
鮮
半
島
三
国
時
代
、
新
羅
の
弥
勒
下
生
信
仰
と
そ
の
造
像
に
つ
い
て
、

断
石
山
神
仙
寺
石
窟
磨
崖
仏
を
中
心
に
考
察
す
る
。
新
羅
の
弥
勒
下
生
信
仰

は
未
来
を
願
う
も
の
で
は
な
く
、
現
世
利
益
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、
真
興
王
の
転
輪
聖
王
へ
の
意
識
と
と
も
に
、
中
国
北
斉
時
代
（
五
五
〇

～
五
七
七
）
の
影
響
を
考
え
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
神
仙
寺
石
窟
の
仏
像
に

つ
い
て
検
討
し
、
七
世
紀
前
半
の
制
作
で
、
北
斉
時
代
の
仏
像
の
系
譜
上
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
他
に
例
を
見
な
い
尊
像
構
成
は
、
禅
観
経

典
に
基
づ
き
、
現
身
で
弥
勒
に
見
え
る
と
い
う
現
身
見
仏
を
願
っ
て
造
像
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
を
提
示
し
た
。
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利
益
的
な
信
仰
は
、
朝
鮮
半
島
へ
と
伝
播
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

朝
鮮
半
島
に
仏
教
が
伝
わ
っ
た
の
は
三
国
時
代
の
こ
と
で
あ
る
が
、
程
無
く
し

て
弥
勒
信
仰
も
伝
播
、
受
容
さ
れ
た
。
し
か
し
三
国
時
代
の
仏
像
で
弥
勒
と
わ
か

る
確
実
な
例
は
少
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
新
羅
・
断
石
山
神
仙
寺
石
窟
磨
崖
仏

は
、
そ
の
銘
文
よ
り
本
尊
が
弥
勒
如
来
像
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
貴
重
な

作
例
で
あ
る
。
ま
た
同
石
窟
に
は
弥
勒
如
来
像
と
と
も
に
、
半
跏
思
惟
像
を
含
む

合
計
九
軀
の
仏
菩
薩
像
や
俗
形
像
が
表
さ
れ
て
お
り
、
他
に
例
を
見
な
い
特
異
な

尊
像
構
成
が
注
目
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
新
羅
の
弥
勒
下
生
信
仰
に
つ
い
て
、
中
国
─
特
に
北
斉
か
ら

の
伝
播
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
そ
の
現
世
利
益
的
な
特
徴
を
確
認
す
る
。
そ
れ
を

踏
ま
え
、
断
石
山
神
仙
寺
石
窟
磨
崖
仏
に
つ
い
て
制
作
年
代
及
び
尊
格
の
検
討
を

行
い
、
七
世
紀
前
半
の
造
立
で
中
国
北
斉
時
代
の
仏
像
の
系
譜
上
に
あ
る
と
位
置

づ
け
た
上
で
、
そ
れ
ら
が
禅
観
経
典
に
基
づ
き
、
現
身
見
仏
を
願
っ
て
造
像
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
を
提
示
し
た
い
。

第
一
章
　�

新
羅
の
現
世
利
益
的
な
弥
勒
下
生
信
仰
と�

そ
の
背
景

　

『
三
国
史
記
』
巻
第
四
・
新
羅
本
紀
第
四
に
よ
る
と
、
訥
祗
王
（
在
位
四
一
七

～
四
五
七
）
の
時
代
、
高
句
麗
よ
り
沙
門
墨
胡
子
と
阿
道
（
我
道
）
が
相
次
い
で

新
羅
に
や
っ
て
き
て
、
新
羅
国
内
に
仏
教
が
普
及
し
始
め
た
と
す
る
。
そ
の
後
、

法
興
王
（
在
位
五
一
四
～
五
四
〇
）
の
時
代
に
入
り
、
在
地
の
宗
教
と
新
た
な
仏

教
と
の
確
執
の
中
で
異
次
頓
が
殉
教
、
そ
の
時
奇
蹟
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
法

興
王
十
五
年
（
五
二
八
）
に
仏
教
が
公
認
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
そ
の
後
、
新
羅
で

初
め
て
の
寺
院
と
し
て
建
立
さ
れ
た
の
が
興
輪
寺
で
あ
る
。
興
輪
寺
は
新
羅
の
弥

勒
信
仰
を
考
え
る
上
で
様
々
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。『
三
国
遺
事
』
巻
三
・

興
法
第
三
・
阿
道
基
羅
条
に
は
、

　

「�

一
に
曰
は
く
金
橋
東
の
天
鏡
林
。
今
の
興
輪
寺
な
り
。
金
橋
は
謂
は
ゆ
る
西

川
之
橋
な
り
て
、
俗
訛
呼
び
て
云
は
く
松
橋
也
と
。
寺
は
我
道
に
よ
り
基
を

始
む
る
も
、
而
れ
ど
も
中
に
癈
さ
る
。
法
興
王
丁
未
に
至
り
草
創
し
、
乙
卯

に
大
ひ
に
開
き
、
眞
興
王
成
し
畢
は
る（（
（

。」

と
あ
り
、
興
輪
寺
は
金
橋
東
の
天
鏡
林
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
、
初
め
我
道
が
基

礎
を
始
め
た
が
途
中
で
廃
止
さ
れ
、
改
め
て
法
興
王
丁
未
（
五
二
七
年
）
に
草
創

し
て
乙
卯
（
五
三
五
年
）
に
盛
ん
に
開
か
れ
、
そ
し
て
真
興
王
の
時
代
に
完
成
し

た
と
す
る
。
同
巻
三
・
興
法
第
三
・
原
宗
興
法
・
厭
髑
滅
身
条
に
は
、

　

「
眞
興
大
王
即
位
五
年
甲
子
、
大
興
輪
寺
を
造
る（（
（

。」

と
あ
り
、
興
輪
寺
の
完
成
は
真
興
王
五
年
（
五
四
四
）
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
同
巻
三
・
塔
像
第
四
・
弥
勒
仙
花
未
尸
郎
・
真
慈
師
条
に
お
い
て
、

　

「�

眞
智
王
代
に
及
び
、
興
輪
寺
僧
眞
慈
〈
一
に
貞
慈
と
作
す
也
〉、
毎
に
堂
主

彌
勒
像
前
に
就
き
、
發
原
し
誓
ひ
て
言
は
く
、
願
は
く
は
我
が
大
聖
化
し
て

花
郎
と
作
り
、
世
に
出
現
し
、
我
常
に
親
近
睟
容
せ
ん
こ
と
を（（
（

。」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
こ
の
興
輪
寺
の
堂
主
、
す
な
わ
ち
本
尊
が
弥
勒
像

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
同
文
に
は
「
弥
勒
像
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い

な
い
た
め
そ
の
像
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
新
羅
で
最
初
に
造
ら
れ
た
寺
の
本
尊
が

弥
勒
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
仏
教
伝
来
と
と
も
に
弥
勒
信
仰
が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
こ
こ
で
僧
真
慈
が
、
弥
勒
に
対
し
て
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「
花
郎
」
と
な
っ
て
こ
の
世
に
出
現
す
る
こ
と
を
望
み
、
常
に
近
く
で
仕
え
た
い

と
願
っ
て
い
る
点
で
、
こ
の
こ
と
は
弥
勒
が
遠
い
未
来
で
は
な
く
現
世
に
下
生
す

る
こ
と
、
そ
し
て
現
身
に
て
弥
勒
に
見
え
た
い
と
い
う
願
い
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

　

花
郎
集
団
は
、
貴
族
出
身
の
青
年
に
よ
る
歌
舞
遊
戯
的
集
ま
り
か
つ
戦
士
団
で

あ
り
、
そ
の
統
率
者
は
花
郎
・
国
仙
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
精
神
的
な
教
育
は

儒
・
仏
・
道
の
三
教
の
思
想
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
次
第
に
仏
教
理
念
が
花
郎

集
団
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
き
、
弥
勒
信
仰
を
第
一
と
し
た
と
さ
れ
る（（
（

。
こ

の
花
郎
制
度
を
始
め
た
の
は
真
興
王
（
在
位
五
四
〇
～
五
七
六
）
で
あ
る
。
彼
は

仏
教
を
篤
く
信
仰
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が（（
（

、
興
味
深
い
の
は
二
人
の
子
供

に
対
し
て
金
輪
・
銅
輪
と
名
付
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
三
国
史
記
』
巻
第

四
・
新
羅
本
紀
第
四
・
眞
興
王
条
に
は
、

　

「�

二
十
七
年
春
二
月
、
祇
園
実
際
二
寺
成
る
。
王
子
銅
輪
を
立
て
王
太
子
と
為

す
」。

　

「
三
十
三
年
三
月
、
王
太
子
銅
輪
卒
す
」。

と
あ
り
、
ま
た
同
眞
智
王
条
に
は
、

　
「
眞
智
王
立
つ
。
諱
は
舎
輪
（
或
い
は
金
輪
と
云
ふ
）。
眞
興
王
の
次
子
な
り
。」

と
記
さ
れ
て
い
る（（
（

。

　

こ
の
金
輪
・
銅
輪
と
い
う
の
は
、
銀
輪
・
鐵
輪
と
と
も
に
転
輪
聖
王
に
所
有
さ

れ
る
輪
宝
で
、
王
が
転
ず
る
「
輪
」
は
理
想
王
の
無
限
の
統
治
力
の
シ
ン
ボ
ル
と

見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
真
興
王
は
自
ら
を
転
輪
聖
王
と
見
な
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
晩
年
に
は
髪
を
剃
り
僧
衣
を
纏
い
、
自
ら
法
雲
と
号
し

て
い
る
が（（
（

、
こ
れ
は
転
輪
聖
王
が
弥
勒
に
見
え
る
際
に
剃
髪
し
た
こ
と
に
通
じ
よ

う
。
転
輪
聖
王
は
『
転
輪
聖
王
修
業
経
』
に
「
当
来
弥
勒
が
出
現
す
る
時
に
転
輪

聖
王
出
現
す
」
と
記
さ
れ
る
の
を
は
じ
め
と
し
、
弥
勒
下
生
関
係
の
経
典
に
お
い

て
も
、
弥
勒
の
下
生
す
る
世
界
を
治
め
る
王
と
し
て
登
場
す
る
。
つ
ま
り
真
興
王

は
花
郎
制
度
を
制
定
し
自
ら
を
転
輪
聖
王
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
現

世
に
弥
勒
が
下
生
す
る
こ
と
を
願
い
、
新
羅
の
国
に
弥
勒
下
生
の
世
界
の
具
現
化

を
目
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
改
め
て
中
国
に
目
を
向
け
る
と
、
北
洞
を
造
っ
た
文
宣
帝
に
共
通
点
が

う
か
が
え
る
。
文
宣
帝
は
暴
虐
残
忍
な
振
舞
い
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
同

時
に
梁
武
帝
と
並
ぶ
崇
仏
皇
帝
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
諏
訪
義
純
氏
は
、
文

宣
帝
の
仏
教
信
仰
の
様
子
が
梁
武
帝
の
行
動
に
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る（（
（

。
梁
武
帝
が
転
輪
聖
王
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、

文
宣
帝
が
梁
武
帝
の
仏
教
行
為
を
追
随
し
て
い
た
な
ら
ば
、
同
じ
よ
う
に
転
輪
聖

王
へ
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
北
響
堂
山
石
窟
南
洞

の
「
唐
邕
刻
経
記
」
に
は
、「
我
が
大
斉
の
区
有
に
君
た
り
て
、
義
□
□
思
、
家

は
天
帝
の
尊
を
伝
へ
、
世
よ
輪
王
の
貴
を
祚
と
す
。」
と
記
さ
れ
、
北
斉
皇
帝
が

代
々
転
輪
聖
王
の
貴
さ
を
受
け
継
い
で
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
転

輪
聖
王
に
関
す
る
北
斉
時
代
の
銘
文
が
倉
本
尚
徳
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
お
り（（1
（

、

皇
帝
＝
転
輪
聖
王
と
い
う
意
識
が
人
々
の
間
で
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き

る
。
つ
ま
り
真
興
王
と
文
宣
帝
に
は
、
自
ら
を
転
輪
聖
王
に
位
置
づ
け
、
理
想
の

王
と
し
て
治
め
る
国
こ
そ
が
弥
勒
の
下
生
す
る
世
界
で
あ
る
と
い
う
同
様
の
思
想

が
確
認
で
き
、
そ
の
影
響
関
係
が
想
定
で
き
る
。

　

こ
こ
で
、
新
羅
と
中
国
の
交
流
関
係
を
確
認
し
て
お
く
。
水
野
さ
や
氏
に
よ
る

と
、
か
つ
て
新
羅
は
そ
の
地
理
的
条
件
か
ら
、
陸
路
に
お
い
て
は
高
句
麗
、
海
路

に
お
い
て
は
百
済
を
介
さ
な
け
れ
ば
、
中
国
と
交
流
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
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が
、
六
世
紀
半
ば
に
新
羅
は
大
躍
進
を
遂
げ
て
領
土
を
広
げ
、
特
に
西
海
岸
を
そ

の
領
域
内
に
治
め
た
こ
と
に
よ
り
、
高
句
麗
や
百
済
を
介
さ
ず
、
直
接
中
国
と
交

流
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う（（1
（

。『
三
国
史
記
』
や
『
三
国
遺
事
』
に
は
、

中
国
南
朝
の
梁
や
陳
か
ら
舎
利
や
経
典
が
も
た
ら
さ
れ
た
記
事
、
ま
た
梁
や
隋
に

求
法
留
学
が
行
わ
れ
た
記
事
な
ど
が
見
え
る
。
さ
ら
に
田
村
圓
澄
氏
が
、
五
六
四

年
以
降
は
中
国
へ
の
遣
使
朝
貢
回
数
が
急
増
し
、
五
六
四
年
と
五
七
二
年
に
は
北

斉
に
も
遣
使
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
五
六
五
年
に
北
斉
よ
り
「
使
持
節

東
夷
校
尉
楽
浪
郡
公
」
に
冊
封
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目

で
き
る
。
冊
封
と
は
中
国
皇
帝
よ
り
国
王
と
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
で
、
こ
れ

に
よ
り
政
治
的
・
文
化
的
関
係
が
確
立
さ
れ
て
い
く
。
田
村
氏
は
、
僧
や
仏
像
・

経
典
を
送
る
前
に
は
、
ま
ず
外
交
関
係
、
例
え
ば
冊
封
関
係
な
ど
が
成
立
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
を
提
示
し
て
い
る（（1
（

。
こ
れ
以
前
、
新
羅
は
中
国

王
朝
よ
り
冊
封
を
受
け
て
は
い
な
い
。
初
め
て
冊
封
関
係
を
結
ん
だ
北
斉
か
ら
の

影
響
は
大
き
か
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

　

以
上
の
こ
と
よ
り
、
新
羅
の
弥
勒
下
生
信
仰
は
、
花
郎
と
結
び
付
い
た
点
に
お

い
て
は
独
自
の
展
開
と
い
え
る
が
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
思
想
に
お
い
て
は
北
斉

時
代
の
弥
勒
下
生
信
仰
の
伝
播
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
に

入
れ
た
上
で
、
次
章
以
降
で
は
、
断
石
山
神
仙
寺
石
窟
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て

い
き
た
い
。

第
二
章
　
断
石
山
神
仙
寺
石
窟
の
先
行
研
究
に
つ
い
て

　

断
石
山
神
仙
寺
石
窟
（
以
下
神
仙
寺
石
窟
と
記
す
）
は
慶
州
の
郊
外
に
位
置
す

る
。
高
さ
八
二
七
メ
ー
ト
ル
の
断
石
山
山
頂
の
真
下
に
、
天
然
の
巨
石
四
面
を
北

東
南
（
北
側
二
面
・
東
側
一
面
・
南
側
一
面
）
に
コ
の
字
型
に
配
置
し
、
石
窟
を

形
成
し
て
い
る
。
石
窟
内
は
東
西
約
十
八
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
三
メ
ー
ト
ル
の
長

方
形
の
空
間
で
、
開
放
さ
れ
た
西
側
を
出
入
り
口
と
し
て
い
る
。
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
、
石
窟
周
辺
よ
り
三
国
時
代
か
ら
統
一
時
代
に
及
ぶ
各
種
の
瓦
類
と
土
器

片
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
四
岩
の
上
を
巨
大
な
木
造
瓦
葺
屋
蓋
が
覆
っ
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
天
然
の
石
室
を
そ
の
ま
ま
仏
堂
に
転
用
し
た
と
い

え
る
。

　

筆
者
は
二
〇
一
七
年
に
現
地
に
て
実
見
し
た
。
石
窟
内
の
北
壁
東
側
に
は
如
来

立
像
一
軀
、
東
壁
・
南
壁
に
は
そ
れ
ぞ
れ
菩
薩
立
像
一
軀
、
北
壁
西
側
に
は
半
跏

思
惟
像
を
含
む
仏
菩
薩
像
五
軀
と
俗
形
の
人
物
像
二
軀
の
群
像
、
合
計
十
軀
の
像

が
造
像
さ
れ
て
い
る
【
図
1
─
1
・
2
】。
南
壁
の
菩
薩
立
像
の
右
側
に
は
、「
慶

州
上
人
巌
造
像
銘
記
」
と
題
し
た
銘
文
が
存
在
す
る
。
毎
行
十
九
字
で
二
十
行
に

及
ぶ
が
、
彫
り
が
浅
い
上
に
摩
滅
し
て
い
る
た
め
、
判
別
で
き
な
い
文
字
も
多
く
、

研
究
者
に
よ
り
文
字
の
異
同
も
多
い
。
し
か
し
十
五
行
目
か
ら
十
六
行
目
に
か
け

て
、「
仍
於
山
巌
下
創
造
伽
藍
因
靈
處
名
神
仙
寺
作
彌
勒
石
像
一
區
高
三
丈
菩
薩

二
區
」（
仍
て
山
巌
下
に
於
い
て
伽
藍
を
創
造
し
靈
處
に
因
り
て
神
仙
寺
と
名
づ

け
、
弥
勒
石
像
一
區
高
三
丈
菩
薩
二
區
を
作
る
）
と
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
確
認
で

き
、
寺
名
が
神
仙
寺
で
あ
る
こ
と
、
そ
こ
に
弥
勒
石
像
一
軀
と
菩
薩
像
二
軀
を
造

立
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
現
地
に
行
く
と
、
群
像
を
表
す
北
壁
西

側
と
如
来
立
像
を
表
す
北
壁
東
側
の
間
に
は
段
差
が
あ
り
、
北
壁
の
如
来
像
・
東

西
壁
の
菩
薩
像
と
銘
文
が
存
在
す
る
空
間
が
一
段
高
く
な
っ
て
お
り
、
群
像
の
存

在
す
る
空
間
と
分
け
ら
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
彌
勒
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五
七

石
像
一
區
」
と
「
菩
薩

二
區
」
は
北
壁
如
来
立

像
と
東
・
南
壁
の
二
像

の
こ
と
を
指
し
、
三
軀

で
石
窟
本
尊
の
弥
勒
三

尊
像
を
成
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
神
仙
寺
石
窟
に

関
す
る
先
行
研
究
を
確

認
し
て
い
く
。
早
く
は

一
九
六
九
年
か
ら
本
格

的
な
調
査
研
究
を
行
っ

た
黄
寿
永
氏
の
論
考
に

始
ま
る（（1
（

。
氏
は
各
像
と

と
も
に
銘
文
を
紹
介
し
、

本
尊
が
弥
勒
三
尊
像
で

あ
り
、
群
像
も
合
わ
せ

た
そ
の
様
式
の
検
討
か

ら
制
作
年
代
を
三
国
末

六
世
紀
と
見
な
し
て
い

る
。
ま
た
寺
名
の
神
仙

に
つ
い
て
は
、『
三
国

遺
事
』
巻
三
・
弥
勒
仙

花
未
尸
郎
・
真
慈
条
に
「
神
仙
を
称
し
て
彌
勒
仙
花
を
曰
ふ
。」
と
あ
る
こ
と
よ

り
（
（1
（

、
神
仙
は
即
ち
弥
勒
仙
花
を
意
味
し
、
弥
勒
信
仰
と
花
郎
の
関
係
性
の
深
さ
が

知
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
。
さ
ら
に
『
東
国
輿
地
勝
覧
』
慶
州
山
川
断
石
山
条
「
一

に
云
は
く
月
生
山
、
府
西
二
三
里
に
在
り
。
諺
に
伝
ふ
る
に
新
羅
金
庾
信
、
麗
済

を
伐
せ
ん
と
欲
す
る
に
神
劔
を
得
る
。
隠
か
に
月
生
山
の
石
窟
に
入
り
、
剣
を
錬

し
試
し
に
大
石
を
断
つ
る
に
畳
積
す
る
こ
と
山
の
如
し
。
其
の
石
尚
ほ
存
す
。」

を
提
示
し
、『
三
国
史
記
』
巻
四
十
一
・
金
庾
信
伝
に
お
い
て
、
金
庾
信
が
修
道

の
た
め
に
入
っ
た
中
岳
石
窟
が
こ
の
神
仙
寺
石
窟
を
指
す
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。

　

黄
寿
永
氏
の
論
考
以
降
、
仏
像
の
造
立
年
代
、
弥
勒
三
尊
像
の
尊
名
比
定
、
さ

ら
に
尊
像
構
成
と
造
像
背
景
に
つ
い
て
な
ど
の
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
ず
造

立
年
代
に
関
し
て
は
、
概
ね
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
毛
利
久
氏
は
黄
氏
の
論
を
受
け
、
六
世
紀
後
半
な
い
し
は
七
世
紀
の
初
め

と
す
る
。
文
明
大
氏
は
『
韓
国
佛
教
美
術
大
典
』
の
解
説
に
お
い
て
七
世
紀
第
一

四
半
世
紀
と
し
た
が
、
近
年
の
研
究
に
お
い
て
は
、
弥
勒
如
来
像
を
慶
州
拝
里
禅

房
寺
石
造
三
尊
仏
中
尊
と
、
半
跏
思
惟
像
を
国
宝
八
十
三
号
半
跏
思
惟
像
と
最
も

類
似
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、
神
仙
寺
石
窟
の
年
代
を
六
世
紀
第
四
四
半
世
紀
と

し
て
い
る
。
後
の
考
察
で
同
じ
像
と
の
比
較
を
行
う
が
、
六
世
紀
第
四
四
半
世
紀

と
い
う
年
代
は
考
慮
を
要
す
る
。
ま
た
像
の
詳
細
な
考
察
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

水
野
さ
や
氏
は
七
世
紀
初
め
、
朴
亨
國
氏
は
七
世
紀
前
半
に
位
置
づ
け
て
い
る（（1
（

。

　

続
い
て
弥
勒
三
尊
像
の
尊
名
比
定
に
関
し
て
は
、
本
尊
が
弥
勒
像
で
あ
る
こ
と

は
確
実
な
た
め
、
主
に
両
脇
侍
菩
薩
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
。
早
い
段
階
で
は

銘
文
に
記
さ
れ
る
「
菩
薩
二
區
」
よ
り
単
に
菩
薩
立
像
と
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は

東
壁
の
菩
薩
立
像
は
水
瓶
を
執
る
と
見
て
観
音
菩
薩
像
と
さ
れ
て
き
た（（1
（

。
ま
た
両

【図 1 - 1 ・ 2】断石山神仙寺石窟内仏菩薩配置図及び弥勒三尊実測図
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五
八

菩
薩
像
の
頭
部
の
摩
滅
が
激
し
く
現
在
円
頂
に
見
え
る
こ
と
よ
り
、
両
像
を
僧
形

像
と
み
な
す
研
究
者
も
お
り
、
迦
葉
像
と
阿
難
像（（1
（

、
あ
る
い
は
無
著
像
・
世
親
像（（1
（

と
す
る
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
説
は
銘
文
に
記
さ
れ
る

「
菩
薩
」
と
い
う
語
句
と
の
整
合
性
や
、
迦
葉
・
阿
難
と
し
た
場
合
の
弥
勒
と
の

関
係
性
、
ま
た
無
著
・
世
親
と
し
た
場
合
、
同
時
代
に
作
例
が
皆
無
な
こ
と
と
図

像
と
の
繋
が
り
に
疑
問
な
点
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
説
に
対
し
て
、
文
明
大
氏
は
か

つ
て
こ
の
石
窟
を
調
査
し
た
時
の
状
況
を
詳
し
く
説
明
し
、
東
壁
南
壁
の
二
菩
薩

像
の
頭
部
が
一
番
曖
昧
で
あ
っ
た
が
、
形
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
髻
の
よ
う

な
痕
跡
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
よ
り
、
調
査
団
全
体
の
意
見
と
し
て
東
壁
南
壁
は

菩
薩
形
だ
と
い
う
こ
と
に
異
見
は
な
く
、
銘
文
に
あ
る
通
り
、
北
壁
の
弥
勒
仏
立

像
と
東
・
南
壁
の
菩
薩
立
像
二
軀
を
確
定
す
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
二
軀
の
菩
薩
立
像
は
本
尊
弥
勒
像
と
の
関
係

性
を
重
視
し
、
大
妙
相
菩
薩
と
法
苑
林
菩
薩
と
い
う
説
を
提
示
さ
れ
た（（1
（

。
し
か
し

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
「
弥
勒
仏
の
脇
侍
と
し
て
最
も
普
遍
的
な
」
と
の
説
明
に

留
ま
り
、
説
得
力
に
欠
け
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
よ
っ
て
こ
の
尊
格
の
問
題
に
つ

い
て
は
未
だ
考
察
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
北
壁
西
側
に
表
さ
れ
て
い
る
群
像
を
含
め
た
全
体
的
な
尊
像
構
成
に
つ

い
て
で
あ
る
。
毛
利
久
氏
は
、「
前
室
に
釈
迦
滅
後
五
十
六
億
七
千
万
年
の
間
、

兜
率
天
に
上
生
修
行
す
る
弥
勒
菩
薩
と
、
そ
の
弥
勒
が
閻
浮
提
に
下
生
し
て
行
う

龍
華
三
会
の
説
法
に
一
日
も
早
く
値
遇
し
よ
う
と
熱
望
す
る
仏
菩
薩
を
は
じ
め
と

し
て
衆
生
に
至
る
人
々
の
姿
を
表
す
。
こ
れ
を
受
け
後
室
は
人
間
世
界
と
し
て
の

閻
浮
提
に
舞
台
が
変
わ
り
、
そ
こ
に
下
生
し
た
弥
勒
如
来
と
両
脇
侍
菩
薩
が
、
見

る
か
ら
に
も
頼
も
し
い
巨
大
な
姿
で
化
度
の
説
法
を
行
う
所
と
な
る
。」
と
し
、

弥
勒
の
上
生
と
下
生
の
世
界
を
表
し
た
も
の
と
さ
れ
た（（2
（

。

　

大
西
修
也
氏
は
東
壁
（
奥
壁
）
に
観
音
菩
薩
像
を
配
置
す
る
点
を
重
視
し
、
請

観
世
音
懺
法
の
方
式
に
則
っ
て
恒
常
的
な
観
音
招
請
道
場
と
し
て
開
削
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
す
る
説
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
半
跏
思
惟
像
を
境
に
、
向
か
っ

て
右
側
に
弥
勒
如
来
、
左
側
に
弥
勒
を
礼
賛
し
窟
奥
へ
と
人
々
を
迎
え
入
れ
る
姿

の
仏
菩
薩
像
、
奥
壁
に
観
音
像
を
配
置
す
る
点
に
つ
い
て
、
請
観
世
音
懺
法
の
方

式
に
則
っ
て
、
恒
常
的
な
観
音
招
請
道
場
と
し
て
開
削
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
結

論
づ
け
た（（2
（

。
大
西
氏
は
請
観
世
音
懺
法
の
典
拠
と
な
る
『
請
観
世
音
消
伏
毒
害
陀

羅
尼
経
』
に
説
か
れ
る
「
正
し
く
は
観
音
像
を
東
向
き
に
安
じ
、
観
音
右
肩
に
勢

至
像
を
、
左
肩
に
は
南
向
き
に
仏
像
を
安
ず
る
。」
と
い
う
像
の
配
置
と
神
仙
寺

石
窟
の
像
の
配
置
が
一
致
す
る
と
し
て
い
る
が
、
実
際
は
観
音
菩
薩
像
は
東
壁
西

向
き
に
造
立
さ
れ
て
お
り
、
請
観
世
音
懺
法
の
形
と
一
致
す
る
と
は
言
い
難
い
。

ま
た
本
尊
と
す
る
仏
像
に
つ
い
て
、
大
西
氏
は
「
一
心
に
請
い
奉
る
釈
迦
文
仏
」

を
挙
げ
、
釈
迦
文
仏
は
下
生
経
典
に
お
い
て
過
去
仏
で
あ
る
釈
迦
を
指
す
語
と
し

て
使
用
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、
弥
勒
下
生
に
関
係
す
る
尊
格
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

し
か
し
こ
こ
が
観
世
音
懺
法
に
よ
る
な
ら
ば
、
神
仙
寺
石
窟
の
本
尊
は
釈
迦
文
仏

で
あ
る
べ
き
で
、
弥
勒
仏
が
選
ば
れ
た
明
確
な
説
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

続
い
て
朱
秀
浣
氏
は
、
北
壁
西
側
上
段
に
表
さ
れ
た
四
軀
の
仏
菩
薩
像
及
び
弥

勒
如
来
像
を
含
め
て
、
過
去
か
ら
未
来
の
仏
へ
の
授
記
を
表
し
た
図
像
と
す
る
。

半
跏
思
惟
像
西
側
の
仏
菩
薩
立
像
三
軀
が
、
い
ず
れ
も
身
体
を
斜
め
に
向
け
両
手

を
東
側
に
差
し
出
し
て
い
る
点
に
注
目
し
、
そ
の
姿
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
中
の

「
燃
灯
仏
授
記
図
」
で
燃
灯
仏
が
前
世
の
釈
迦
に
授
記
を
行
う
時
に
斜
め
の
角
度

で
立
っ
て
い
る
姿
と
共
通
す
る
と
し
て
、
授
記
の
姿
勢
で
あ
る
可
能
性
を
提
示
し
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て
い
る
。
そ
の
上
で
北
壁
西
側
の
四
軀
を
向
か
っ
て
左
よ
り
燃
灯
仏
・
釈
迦
菩

薩
・
釈
迦
如
来
・
弥
勒
菩
薩
と
し
、
東
側
の
弥
勒
如
来
へ
と
つ
な
が
る
と
結
論
づ

け
て
い
る（（2
（

。
し
か
し
北
壁
西
側
の
四
軀
は
斜
め
の
姿
勢
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
傾

き
は
非
常
に
僅
か
な
も
の
で
、
半
跏
思
惟
像
右
側
の
如
来
立
像
は
ほ
ぼ
正
面
を
向

い
て
い
る
。
ま
た
氏
は
特
定
の
作
例
を
挙
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
確
か
で

は
な
い
が
、
筆
者
の
確
認
し
た
限
り
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
の
燃
灯
仏
が
挙
げ
る
の
は

片
手
の
み
で
、
神
仙
寺
石
窟
の
仏
菩
薩
像
が
両
手
を
差
し
出
す
姿
と
一
致
し
な
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
釈
迦
菩
薩
と
釈
迦
如
来
の
間
に
授
記
は
存
在
し
な
い
が
、
氏
が

釈
迦
菩
薩
と
さ
れ
て
い
る
菩
薩
像
も
両
手
を
差
し
出
す
姿
に
な
っ
て
い
る
点
に
も

疑
問
が
残
る
。

　

最
後
に
文
明
大
氏
は
、
六
世
紀
中
頃
か
ら
七
世
紀
中
頃
ま
で
最
も
栄
え
た
と
さ

れ
る
瑜
伽
唯
識
思
想
に
注
目
。
弥
勒
の
上
生
信
仰
と
下
生
信
仰
が
同
時
に
行
わ
れ

る
の
が
特
徴
で
あ
る
と
し
、
神
仙
寺
石
窟
は
懺
悔
修
行
を
通
じ
て
兜
率
天
に
登
り

つ
い
に
真
理
を
悟
り
成
仏
す
る
と
い
う
、
上
生
信
仰
と
下
生
信
仰
が
共
に
行
わ
れ

る
こ
と
を
願
う
瑜
伽
唯
識
派
の
切
実
な
願
い
に
よ
り
、
弥
勒
三
尊
仏
と
半
跏
思
惟

像
を
造
っ
た
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
半
跏
思
惟
像
西
側
の
手
を
差
し
出
す
三
軀
の
像

に
つ
い
て
、
人
を
導
く
印
相
で
あ
り
、
半
跏
思
惟
像
と
弥
勒
三
尊
像
に
西
口
か
ら

参
拝
す
る
礼
拝
者
を
導
く
姿
を
形
象
化
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
て
い
る（（2
（

。
氏
に
よ

る
各
像
の
詳
細
な
考
察
と
的
確
な
問
題
提
起
は
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
ま

た
瑜
伽
唯
識
思
想
と
い
う
新
た
な
視
点
も
興
味
深
い
。
た
だ
し
指
摘
さ
れ
て
い
る

懺
悔
修
行
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
は
な
く
、
さ
ら
な
る
考
察
を
要
す
る
。

　

以
上
が
神
仙
寺
石
窟
に
関
す
る
先
行
研
究
の
概
観
で
あ
る
。
こ
れ
ら
先
学
の
説

を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
改
め
て
制
作
年
代
、
尊
名
比
定
、
造
像
背
景
の
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

第
三
章
　
制
作
年
代
の
検
討

第
一
節
　
北
壁
東
側
弥
勒
如
来
立
像

　

北
壁
東
側
の
弥
勒
如
来
立
像
【
図
2
─
1
・
2
】
は
、
像
高
約
七
メ
ー
ト
ル

（
像
の
法
量
は
文
明
大
氏
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
の
巨
大
な
像
で
高
肉
彫
で
表
す
。

頭
部
は
地
髪
部
・
肉
髺
と
も
平
彫
と
し
、
肉
髺
は
頭
部
全
体
に
比
べ
る
と
小
さ
め

だ
が
背
は
高
く
、
中
間
に
く
ぼ
み
を
入
れ
二
段
に
表
す
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
顔

は
丸
く
豊
満
で
、
眉
は
綺
麗
な
半
円
の
弧
を
描
い
て
い
る
。
眼
は
上
瞼
の
線
も
ゆ

る
や
か
な
半
円
の
弧
を
描
く
が
下
瞼
の
線
は
直
線
的
で
、
上
瞼
に
ふ
っ
く
ら
と
し

た
膨
ら
み
を
表
す
。
鼻
は
二
等
辺
三
角
形
を
成
し
、
唇
は
薄
く
、
鼻
と
接
近
し
て

左
右
の
口
角
を
わ
ず
か
に
上
げ
、
優
し
い
微
笑
み
を
浮
か
べ
る
。
耳
は
顔
の
横
で

は
な
く
背
後
の
石
面
に
貼
り
つ
き
、
側
面
か
ら
見
た
形
で
平
た
く
表
さ
れ
、
肩
に

つ
く
ほ
ど
長
大
で
あ
る
。

　

体
軀
は
肩
幅
が
広
く
雄
大
で
堂
々
と
し
て
い
る
。
左
右
の
手
は
体
軀
に
比
し
て

大
き
目
に
造
ら
れ
、
掌
を
正
面
に
向
け
て
五
指
を
伸
ば
し
、
施
無
畏
・
与
願
印
を

表
す
。
両
掌
は
身
体
に
貼
り
つ
く
形
で
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
腕
の
表
現
は
皆
無

で
あ
る
。
足
の
指
先
を
正
面
に
向
け
て
直
立
す
る
。
大
衣
は
通
肩
に
着
し
、
胸
元

を
Ｕ
字
形
に
大
き
く
開
け
、
幅
広
い
折
り
返
し
を
見
せ
る
。
は
だ
け
た
胸
元
に
は

左
肩
か
ら
右
腹
部
に
横
切
る
内
衣
と
裳
の
結
び
紐
を
表
し
て
い
る
。
腹
部
か
ら
足

首
に
か
け
て
、
丸
味
の
あ
る
線
状
の
衣
文
線
を
Ｕ
字
形
に
浅
く
刻
む
。
胸
元
の
折

り
返
し
の
部
分
に
は
厚
み
が
あ
る
が
、
下
半
身
は
左
右
の
腰
か
ら
脛
に
か
け
て
と
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両
脚
部
の
間
を
深
く
彫
り
く
ぼ
め
て
身
体
の
線
を
表
し
、
大
衣
が
身
体
に
密
着
す

る
よ
う
な
表
現
を
見
せ
て
い
る
。
下
半
身
に
は
裳
を
着
し
、
腕
か
ら
垂
れ
る
大
衣

の
裾
と
と
も
に
左
右
に
張
り
出
し
た
形
を
と
る
。

　

こ
の
像
で
一
番
の
特
徴
は
二
段
に
表
さ
れ
た
肉
髺
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
に
お
い

て
は
あ
ま
り
例
が
な
い
が
、
管
見
の
限
り
、
慶
州
拝
里
禅
房
寺
石
造
三
尊
仏
中
尊

（
以
下
禅
房
寺
像
と
記
す
）【
図
3
】
に
よ
く
似
た
形
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

禅
房
寺
像
の
肉
髺
は
上
部
が
少
し
小
さ
く
な
っ
て
は
い
る
が
、
二
段
に
表
す
と
い

う
点
で
は
共
通
す
る
。
ま
た
肉
髺
の
形
に
加
え
、
豊
満
な
面
部
、
上
瞼
の
ふ
っ
く

ら
膨
ら
ん
だ
目
、
二
等
辺
三
角
形
の
鼻
に
接
近
す
る
小
さ
な
微
笑
み
を
た
た
え
た

唇
、
肩
幅
が
広
く
が
っ
し
り
と
し
た
上
半
身
、
身
体
に
貼
り
つ
い
た
よ
う
な
大
き

目
の
掌
、
大
衣
を
通
肩
に
着
し
胸
元
を
Ｕ
字
形
に
大
き
く
開
く
形
式
（
た
だ
し
禅

房
寺
像
は
右
肩
に
覆
肩
衣
の
よ
う
な
も
の
を
つ
け
る
）、
丸
味
の
あ
る
線
状
の
Ｕ

字
形
の
衣
文
線
、
両
脚
部
左
右
側
面
と
そ
の
間
に
く
ぼ
み
を
表
し
、
衣
が
足
に
密

【図 2─ 1・ 2】北壁東側弥勒如来立像

【図 3】慶州拝里禅房寺石造三尊仏中尊
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六
一

着
す
る
よ
う
な
表
現
な
ど
も
神
仙
寺
像
と
共
通
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
特
徴
は
慶
州
南
山
三
花
嶺
石
造
弥
勒
三
尊
像
（
以
下
三
花
嶺
像
と

記
す
）【
図
4
】
に
も
見
ら
れ
る
。
三
花
嶺
像
は
神
仙
寺
弥
勒
像
と
比
べ
る
と
全

体
的
に
丸
味
が
あ
る
が
、
上
瞼
を
ふ
っ
く
ら
と
さ
せ
た
目
や
、
鼻
と
口
が
接
近
し

両
口
角
を
挙
げ
て
微
笑
む
点
、
掌
が
大
き
く
表
さ
れ
る
点
、
大
衣
を
通
肩
に
着
し

Ｕ
字
形
に
広
く
広
げ
た
胸
元
に
内
衣
と
裳
の
結
び
紐
を
見
せ
る
点
、
大
衣
が
足
に

密
着
す
る
点
な
ど
こ
ち
ら
も
共
通
点
が
多
い
。
な
お
左
手
で
大
衣
の
裾
を
握
る
点

や
脚
部
に
渦
文
を
見
せ
る
点
な
ど
の
違
い
は
立
像
と
倚
坐
像
の
姿
勢
の
違
い
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

禅
房
寺
像
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
概
ね
七
世
紀
前
半
の
作
例
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
上
記
の
特
徴
に
加
え
、
四
・
五
等
身
ほ
ど
の
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
や
可
愛
ら
し
い
面
貌
の
童
子
形
の
姿
に
、
中
国
六
世
紀
後
半
の
北
斉

あ
る
い
は
北
周
時
代
の
仏
像
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
通
肩
に
着
し
た

大
衣
の
上
か
ら
、
右
肩
に
も
う
一
枚
布
を
か
け
る
特
異
な
着
衣
形
式
は
、
大
西
修

也
氏
に
よ
る
と
、
七
世
紀
前
半
の
百
済
蓮
洞
里
石
仏
如
来
坐
像
と
共
通
し
、
日
本

の
法
輪
寺
薬
師
如
来
像
へ
と
繋
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（（2
（

。
ま

た
三
花
嶺
像
は
、
現
在
は
慶
州
博
物
館
の
所
蔵
で
あ
る
が
、
元
は
慶
州
南
山
北
嶺

に
あ
る
三
花
嶺
の
石
龕
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
像
は
『
三
国
遺
事
』
巻
三
・

生
義
寺
石
弥
勒
条
に
見
え
る
、
六
四
四
年
造
立
の
弥
勒
像
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
膝
に
見
ら
れ
る
渦
文
は
、
石
家
荘
霊
寿
県
幽
居
寺
塼
塔
発
見
の
釈
迦
・
無
量

寿
・
阿
閦
如
来
坐
像
三
軀
（
石
家
荘
博
物
館
所
蔵
／
五
五
六
年
）
や
、
黄
海
伯
等

弥
勒
三
尊
龕
像
（
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
／
五
五
七
年
）【
図
5
】
な
ど
北
斉
時

代
の
如
来
像
に
認
め
ら
れ
る
装
飾
的
衣
文
で
あ
る
。
二
像
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
北

【図 5】黄海伯等弥勒三尊像
大阪市立美術館所蔵

【図 4】慶州南山三花嶺石造弥勒三尊像
（中尊）

国立慶州博物館所蔵
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斉
様
式
が
う
か
が
え
る
。
新
羅
と
北
斉
の
関
係
は
第
一
章
で
見
た
通
り
で
、
北
斉

に
遣
使
し
冊
封
さ
れ
た
時
期
に
北
斉
の
仏
像
様
式
を
取
り
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
七
世
紀
の
前
半
に
お
い
て
も
未
だ
そ
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
の
は
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
よ
っ
て
北
壁
東
側
弥
勒
如
来
像
は
七
世
紀
前
半
の
造
立
と
考
え
ら
れ
、

北
斉
時
代
の
仏
像
の
系
譜
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

第
二
節
　
東
壁
・
南
壁
菩
薩
立
像

　

東
壁
の
菩
薩
立
像
【
図
6
─
1
】
は
像
高
五
・
四
メ
ー
ト
ル
。
弥
勒
如
来
像
に

比
べ
る
と
彫
り
が
浅
く
摩
滅
し
て
い
る
部
分
も
多
い
。
頭
部
は
平
彫
で
現
在
円
頂

の
よ
う
に
見
え
る
が
、
文
明
大
氏
他
の
調
査
団
に
よ
り
簡
単
な
髻
の
よ
う
な
も
の

の
跡
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
顔
は
丸
く
、
眉
や
瞼
の

線
は
明
確
で
は
な
い
が
、
上
瞼
に
は
ふ
っ
く
ら
と
し
た
膨
ら
み
を
み
せ
て
い
る
。

鼻
梁
は
細
く
小
鼻
も
小
さ
く
口
は
平
た
い
。
両
耳
は
平
板
で
長
大
で
あ
る
が
肩
に

は
接
し
て
い
な
い
。
丸
味
の
あ
る
肩
は
比
較
的
幅
広
で
、
素
朴
な
胸
飾
を
つ
け
る
。

左
手
は
屈
臂
し
胸
前
中
央
に
て
掌
を
内
側
に
し
て
五
指
を
伸
ば
す
。
右
手
は
肘
を

軽
く
曲
げ
、
右
腰
前
辺
り
で
持
物
を
執
る
。
持
物
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
水
瓶

と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
持
物
の
部
分
【
図
6
─
2
】
は
摩
滅
が
激
し
く
、
ま
た
持

物
中
央
辺
り
で
石
面
が
大
き
く
断
絶
し
て
い
る
た
め
判
別
し
づ
ら
い
が
、
持
物
を

握
る
菩
薩
像
の
右
手
の
上
に
は
水
瓶
の
口
の
よ
う
な
形
が
見
え
る
。
ま
た
握
っ
た

手
の
下
方
に
は
水
瓶
の
首
の
よ
う
な
も
の
が
細
長
く
伸
び
、
そ
の
あ
と
胴
部
を
長

く
膨
ら
ま
せ
最
下
部
に
は
高
台
の
よ
う
な
も
の
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
水
瓶
と
よ

く
似
た
形
が
三
陽
洞
出
土
金
銅
観
音
菩
薩
立
像
（
七
世
紀
前
半
）【
図
7
】
や
軍

威
石
窟
石
造
阿
弥
陀
三
尊
像
脇
侍
観
音
菩
薩
立
像
（
七
世
紀
後
半
）
な
ど
の
持
物

に
見
ら
れ
る
こ
と
よ
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
こ
の
菩
薩
像
の
持
物
は
水
瓶
と
捉
え

て
お
く
。

【図 6 - 1】東壁菩薩立像 【図 6 - 2】持物部分

【図 7】三陽洞出土金銅観
音菩薩立像
韓国国立中央博物館所蔵
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上
半
身
に
は
左
肩
か
ら
右
腰
脇
に
か
け
て
条
帛
と
思
わ
れ
る
線
が
確
認
で
き
る
。

両
方
の
腕
の
輪
郭
が
は
っ
き
り
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
右
手
首
に
か
か
る
細
い
帯
状

の
も
の
は
天
衣
で
あ
ろ
う
。
そ
の
天
衣
は
脚
部
で
Ｕ
字
型
に
弧
を
描
く
。
こ
の
よ

う
な
服
制
か
ら
も
本
像
は
菩
薩
像
と
考
え
て
よ
い
。
蓮
華
座
の
上
に
直
立
す
る
が
、

足
先
は
弥
勒
像
と
は
異
な
り
横
向
き
に
表
現
さ
れ
る
。
よ
っ
て
東
壁
像
は
水
瓶
を

執
る
菩
薩
像
と
考
え
ら
れ
る
。

　

続
い
て
南
壁
の
菩
薩
立
像
【
図
8
】
は
像
高
三
・
八
メ
ー
ト
ル
。
東
壁
像
よ
り

も
一
段
と
摩
滅
が
激
し
く
、
特
に
頭
部
は
右
目
か
ら
右
頬
に
か
け
て
大
き
く
毀
損

し
て
い
る
。
両
手
は
東
壁
像
と
左
右
対
象
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
左
手
は
持
物
を

執
ら
ず
五
指
を
伸
ば
し
て
腹
部
中
央
に
当
て
る
。
着
衣
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

蓮
華
座
の
上
に
直
立
し
、
足
先
は
横
向
き
に
表
す
。
髻
の
よ
う
な
痕
跡
が
確
認
さ

れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
東
壁
像
と
合
わ
せ
て
菩
薩
像
と
考
え
て
お
く
が
、
尊
格
は

不
明
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
二
像
の
彫
り
は
弥
勒
如
来
像
と
比
べ
る
と
浅
い
が
、
東
壁
像
の
ふ
っ
く

ら
と
し
た
瞼
や
細
長
い
二
等
辺
三
角
形
の
形
を
し
た
鼻
、
平
た
く
横
に
伸
び
た
唇
、

壁
面
に
貼
り
つ
き
側
面
か
ら
見
た
形
で
表
さ
れ
る
耳
な
ど
が
弥
勒
と
共
通
す
る
こ

と
よ
り
、
東
・
南
壁
の
菩
薩
像
は
、
弥
勒
と
同
じ
く
七
世
紀
前
半
の
造
立
と
考
え

ら
れ
る（（2
（

。

第
三
節
　
北
壁
西
側
群
像

　

続
い
て
北
壁
西
側
の
群
像
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
上
段
に
四
軀
、
下
段
に
三
軀

の
合
計
七
軀
の
群
像
が
浮
彫
さ
れ
る
。
上
段
の
一
番
東
側
に
表
さ
れ
る
の
は
半
跏

思
惟
像
【
図
9
】
で
あ
る
。
頭
の
後
ろ
に
は
円
光
背
を
つ
け
る
。
宝
冠
は
中
央
が

と
が
っ
た
山
型
で
、
文
様
を
表
さ
な
い
素
朴
な
も
の
で
あ
る
。
顔
の
輪
郭
は
丸
味

を
帯
び
、
眉
と
目
は
ほ
ぼ
同
じ
角
度
で
弧
を
描
く
。
鼻
と
口
は
小
ぶ
り
だ
が
、
耳

は
幅
広
で
長
大
で
あ
る
。
肩
は
少
し
盛
り
上
が
り
を
見
せ
が
っ
し
り
と
し
て
お
り
、

腕
も
比
較
的
太
く
見
え
る
。
上
半
身
は
裸
形
と
し
、
胸
飾
り
は
東
壁
像
と
同
じ
く

素
朴
な
も
の
で
あ
る
。
右
手
は
屈
臂
し
、
臂
を
右
膝
上
に
つ
い
て
指
先
を
頬
の
方

【図 8】南壁菩薩立像

【図 9】北壁西側半跏思惟像
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に
向
け
る
。
左
手
は
軽
く
曲
げ
て
垂
下
し
、
掌
は
右
足
首
上
に
置
く
。
蓮
華
座
つ

き
の
台
座
に
坐
し
右
脚
を
左
膝
上
に
乗
せ
、
左
脚
を
垂
下
す
る
半
跏
の
姿
勢
を
と

る
が
、
上
半
身
を
あ
ま
り
前
傾
さ
せ
ず
ほ
ぼ
正
面
向
き
と
す
る
。

　

こ
の
像
の
素
朴
な
胸
飾
の
表
現
、
肩
布
を
付
け
な
い
裸
形
の
上
半
身
、
上
半
身

を
前
傾
さ
せ
な
い
正
面
向
き
に
近
い
姿
勢
な
ど
は
、
北
斉
時
代
の
特
に
白
玉
の
半

跏
思
惟
像
に
多
く
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
ま
た
宝
冠
の
形
や
右
膝
を
大
き
く
上
に

そ
り
上
げ
た
形
式
は
、
七
世
紀
前
半
の
造
立
と
さ
れ
る
国
宝
八
十
三
号
金
銅
菩
薩

半
跏
思
惟
像
（
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
）【
図
10
】
や
平
川
里
出
土
金
銅
菩

薩
半
跏
思
惟
像
（
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
）
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

半
跏
思
惟
像
の
西
側
に
は
三
軀
の
立
像
が
刻
ま
れ
る
。
最
も
明
瞭
な
の
が
一
番

西
側
の
如
来
立
像
【
図
11
】
で
あ
る
。
非
常
に
小
さ
な
肉
髺
を
表
し
地
髪
部
と
も

に
平
彫
と
す
る
。
丸
顔
で
目
は
少
し
釣
り
目
気
味
に
細
く
見
開
く
。
鼻
先
は
欠
け

唇
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
両
腕
は
屈
臂
し
ど
ち
ら
も
肩
の
高
さ
ま
で
掌
を
挙
げ
、
東

向
き
に
五
指
を
伸
ば
し
て
い
る
。
右
肩
を
露
わ
に
し
て
大
衣
を
偏
袒
右
肩
に
着
し
、

裳
を
つ
け
る
。
身
体
を
少
し
斜
め
に
向
け
右
腰
に
括
れ
を
表
し
蓮
華
座
上
に
立
つ
。

宝
珠
形
の
頭
光
を
つ
け
る
。

　

中
央
の
像
【
図
12
】
は
山
形
の
宝
冠
を
被
る
が
髪
の
表
現
は
確
認
で
き
な
い
。

細
長
い
顔
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
目
鼻
口
を
配
置
す
る
。
両
腕
は
屈
臂
し
、
腰
の
高
さ

に
て
掌
を
広
げ
五
指
を
東
側
に
向
け
て
伸
ば
す
。
身
体
を
少
し
斜
め
に
し
て
台
座

上
に
立
つ
。
着
衣
形
式
は
複
雑
で
、
右
腕
側
面
に
大
衣
の
袖
の
よ
う
な
も
の
が
垂

【図10】金銅半跏思惟像
韓国国立中央博物館所蔵

【図11】北壁西側如来立像

【図12】北壁西側菩薩立像
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れ
下
が
り
、
正
面
も
膝
辺
り
ま
で
大
衣
が
か
か
る
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
上
に
は
天
衣
か
と
思
わ
れ
る
帯
状
の
も
の
が
か
か
っ
て
お
り
、
如
来
と
菩
薩

の
服
装
を
融
合
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
頭
上
に
半
跏
思
惟
像
と
同
型

の
宝
冠
を
被
る
点
や
、
光
背
も
半
跏
思
惟
像
と
同
じ
く
円
光
背
で
あ
る
こ
と
よ
り
、

本
稿
で
は
菩
薩
像
と
捉
え
て
お
く（（2
（

。

　

最
も
東
側
、
半
跏
思
惟
像
の
横
は
如
来
立
像
【
図
13
】
で
あ
る
。
摩
滅
し
て
い

る
所
が
多
い
が
、
西
側
の
如
来
立
像
と
同
形
式
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
二
軀
の
如

来
立
像
は
弥
勒
如
来
像
と
は
異
な
り
、
右
肩
を
露
わ
に
す
る
偏
袒
右
肩
の
着
衣
形

式
を
と
る
点
が
注
目
で
き
る
。
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
こ
の
着
衣
形
式
は
六
世
紀
末

か
ら
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
登
場
す
る
と
さ
れ
、
井
邑
普
花
里
石
造
二
仏
立
像

【
図
14
】
な
ど
に
そ
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
羅
で
は
同
着
衣
形
式
で
、

右
手
に
宝
珠
を
執
る
如
来
像
【
図
15
】
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
高
句
麗
・
百
済

に
は
見
ら
れ
な
い
新
羅
特
有
の
形
式
で
あ
る
。
現
在
十
六
軀
の
作
例
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
い
ず
れ
も
小
金
銅
仏
で
主
に
七
世
紀
前
半
頃
の
制
作
と
さ
れ
る（（2
（

。
そ
の

多
く
は
丸
味
を
帯
び
た
大
き
目
の
頭
部
で
童
子
形
の
も
の
が
多
く
、
薄
い
衣
が
身

体
に
密
着
す
る
形
で
、
腰
に
括
れ
を
み
せ
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
。
手
の
形
や
持

物
は
異
な
る
が
、
着
衣
形
式
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
ろ
う
。
丸
顔
で
腰
に
括
れ

を
見
せ
る
点
な
ど
も
共
通
し
て
い
る
。

　

こ
の
三
軀
の
像
の
一
番
特
徴
は
、
い
ず
れ
も
両
手
を
東
側
─
つ
ま
り
弥
勒
三
尊

【図13】北壁西側如来立像

【図14】井邑普花里石造二仏立像

【図15】金銅如来立像
韓国国立中央博物館所蔵



新
羅
の
弥
勒
下
生
信
仰
と
見
仏
（
清
水
真
澄
）

六
六

像
の
方
向
に
差
し
出
し
、
ま
る
で
観
る
者
を
い
ざ
な
う
か
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
特
異
な
姿
に
つ
い
て
は
後
程
ふ
れ
る
。

　

続
い
て
下
段
、
半
跏
思
惟
像
の
下
方
に
は
二
人
の
俗
形
の
人
物
像
が
表
さ
れ
る

【
図
16
】。
両
像
と
も
横
向
き
で
東
側
の
像
が
大
き
く
、
西
側
の
像
は
少
し
小
さ

め
に
表
さ
れ
、
東
側
の
像
に
付
き
従
う
よ
う
に
見
え
る
。
丈
の
高
い
先
の
曲
が
っ

た
冠
帽
を
か
ぶ
り
、
着
衣
は
上
下
に
分
か
れ
、
幅
広
の
袖
を
も
つ
上
着
と
下
は
大

き
く
膨
ら
ん
だ
ズ
ボ
ン
の
よ
う
な
形
で
あ
る
。
先
の
と
が
っ
た
沓
を
履
く
。
東
側

の
像
は
手
に
小
さ
な
柄
香
炉
を
、
西
側
の
像
は
木
の
枝
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て

い
る
。
文
明
大
氏
は
豊
満
な
顔
や
体
軀
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
服
装
な
ど
身
分
の
高

い
貴
族
と
思
わ
れ
る
と
し
、
前
の
人
物
は
銘
文
に
見
え
る
菩
薩
戒
弟
子
岑
珠
と
見

る
こ
と
に
異
議
は
な
い
と
し
て
い
る（（2
（

。
こ
の
像
の
詳
細
な
考
察
は
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。
浅
彫
の
彫
り
口
は
弥
勒
三
尊
像
の
南
壁
像
と
よ
く
似
て
い
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
西
側
下
部
に
、
正
面
向
き
で
大
衣
を
偏
袒
右
肩
に
着
し
た
小
さ
な

如
来
像
が
刻
ま
れ
る
【
図
17
】。
両
腕
は
屈
臂
し
、
右
手
は
胸
中
央
に
当
て
、
左

手
は
掌
を
右
掌
下
辺
り
に
当
て
る
。
こ
の
像
は
他
像
よ
り
少
し
遅
れ
て
追
刻
さ
れ

た
も
の
と
の
指
摘
が
あ
る
。
上
段
の
如
来
像
と
比
較
す
る
と
、
彫
り
の
深
さ
や
鋭

さ
、
衣
文
線
の
表
現
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
制
作
年
代
は
考
慮
を
要
す
る
。

　

以
上
の
考
察
を
総
合
す
る
と
、
北
壁
西
側
群
像
は
、
最
下
部
の
如
来
立
像
を
除

き
七
世
紀
前
半
に
造
立
さ
れ
た
も
の
と
位
置
付
け
て
よ
い
と
思
わ
れ
、
弥
勒
三
尊

像
と
一
具
と
し
て
造
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
章
　
尊
格
の
検
討

　

こ
こ
で
は
東
壁
菩
薩
像
と
半
跏
思
惟
像
の
尊
格
を
検
討
す
る
。
こ
の
二
像
の
尊

格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
の
造
像
背
景
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
な

る
と
思
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
ま
ず
は
東
壁
菩
薩
像
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
の
菩
薩

【図16】北壁西側俗形像

【図17】北壁西側下部如来立像
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像
の
持
物
が
水
瓶
で
あ
る
こ
と
は
先
ほ
ど
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
弥
勒
三
尊
像

の
脇
侍
と
し
て
水
瓶
を
執
る
菩
薩
像
を
配
す
る
例
は
朝
鮮
半
島
で
は
他
に
は
確
認

で
き
な
い
。
し
か
し
中
国
に
お
い
て
は
、
太
和
二
十
三
年
（
四
九
九
）
銘
石
造
弥

勒
三
尊
像
（
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
所
蔵
）
や
天
和
元
年
（
五
六
六
）
銘
石
造

弥
勒
三
尊
像
な
ど
に
そ
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
水
瓶
を
執
る
菩
薩
像
で
ま

ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
観
音
菩
薩
だ
が
、
イ
ン
ド
で
は
弥
勒
菩
薩
も
水
瓶
を
執
る
た

め
、
弥
勒
菩
薩
像
の
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
銘
文
に
は
「
弥
勒
石
像
一
區
」
と

刻
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
北
壁
の
如
来
立
像
を
指
す
と
思
わ
れ
る
た
め
、

東
壁
菩
薩
像
が
弥
勒
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。
こ
こ
で
こ
の
像
が
水
瓶
を
右
手
で

執
る
点
に
注
目
し
た
い
。
持
物
を
水
瓶
と
す
る
場
合
、
多
く
の
場
合
左
手
に
執
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
右
側
で
水
瓶
を
執
る
の
は
こ
の
像
の
特
徴
と
も
い
え

る
。
類
似
作
例
と
し
て
、
三
陽
洞
出
土
金
銅
菩
薩
立
像
が
挙
げ
ら
れ
る
【
図
7
】。

三
陽
洞
像
の
左
手
は
屈
臂
し
上
半
身
の
左
外
側
に
て
第
一
・
三
・
四
指
で
何
か
持

物
を
執
る
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
掌
を
胸
前
で
内
側
に
向
け
る
東
壁
像
と
は
異

な
る
が
、
右
手
は
屈
臂
し
水
瓶
の
首
を
握
る
形
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
像
は
三

面
頭
飾
の
正
面
に
坐
像
の
化
仏
を
表
し
て
い
る
こ
と
よ
り
観
音
菩
薩
像
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
東
壁
菩
薩
像
を
観
音
菩
薩
像
と
し
た
場
合
の
本
尊
弥
勒
如
来
像
と
の
関

係
を
考
え
て
お
く
。
中
国
で
は
観
音
菩
薩
像
を
造
立
し
、
銘
文
に
お
い
て
弥
勒
下

生
や
弥
勒
三
会
を
願
う
例
が
存
在
す
る
。
管
見
の
限
り
、
太
和
六
年
（
四
八
二
）

銘
金
銅
観
音
菩
薩
立
像
（
フ
リ
ア
美
術
館
所
蔵（（2
（

）、
延
昌
四
年
（
五
一
五
）
銘
石

造
観
音
菩
薩
三
尊
像
（
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵（（3
（

）、
武
定
元
年
（
五
四
三
）
銘
石

造
観
音
菩
薩
立
像
（
故
宮
博
物
院
所
蔵（（3
（

）、
壬
申
銘
（
五
五
二
）
石
造
観
音
菩
薩

三
尊
像
（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵（（3
（

）
の
四
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
観
音
菩

薩
像
は
宝
冠
に
ま
だ
化
仏
を
表
さ
ず
、
手
に
は
水
瓶
を
執
る
も
の
も
あ
る
が
、
施

無
畏
与
願
印
と
す
る
も
の
、
他
の
持
物
を
執
る
も
の
な
ど
そ
の
姿
は
様
々
で
、
阿

弥
陀
と
繋
が
り
を
持
つ
観
音
菩
薩
が
流
行
す
る
前
段
階
に
お
け
る
、
弥
勒
─
特
に

下
生
弥
勒
と
関
わ
る
観
音
菩
薩
像
の
例
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
北
響
堂
山
石
窟
大
業
洞
（
隋
時
代
）
に
も
興
味
深
い
例
が
あ
る
。
南
壁

上
部
に
過
去
七
仏
と
弥
勒
如
来
像
を
二
段
に
表
し
、
そ
の
横
に
合
掌
す
る
菩
薩
立

像
を
配
置
す
る
例
で
あ
る
【
図
18
】。
こ
れ
に
は
各
像
の
名
前
の
刻
字
が
あ
り
、

菩
薩
立
像
は
観
音
菩
薩
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
倉
本
尚
徳
氏
は
、
こ
の
刻
字
が

「
南
无
維
衛
仏
」
か
ら
「
南
无
釈
迦
牟
尼
仏
」
ま
で
あ
り
、
次
に
「
南
无
観
世
音

菩
薩
」
と
い
う
刻
字
、
そ
の
下
の
段
に
「
南
无
弥
勒
仏
」
の
刻
字
が
あ
る
こ
と
よ

り
、
こ
こ
か
ら
三
世
仏
の
系
列
に
お
い
て
釈
迦
を
継
ぐ
も
の
と
し
て
観
音
を
位
置

づ
け
よ
う
と
す
る
意
図
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
釈
迦
の
あ
と
を
受
け
た

こ
の
世
の
救
済
者
と
し
て
観
音
を
位
置
づ
け
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（（3
（

。
こ
の

釈
迦
の
後
を
継
ぐ
と
い
う
観
音
は
、
の
ち
に
弥
勒
如
来
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
も
の

と
も
考
え
ら
れ
、
こ
こ
に
も
観
音
菩
薩
と
下
生
弥
勒
の
繋
が
り
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

以
上
、
弥
勒
如
来
（
下
生
弥
勒
）
と
観
音
菩
薩
の
関
係
を
確
認
し
た
。
神
仙
寺

石
窟
に
お
い
て
弥
勒
如
来
像
の
脇
侍
と
し
て
東
壁
菩
薩
立
像
を
観
音
菩
薩
像
と
み

な
す
こ
と
に
問
題
は
な
く
、
む
し
ろ
弥
勒
如
来
像
と
の
関
係
性
の
元
で
選
ば
れ
た

尊
格
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

続
い
て
半
跏
思
惟
菩
薩
像
の
検
討
に
う
つ
る
。
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
半
跏
思
惟

像
の
造
像
作
例
は
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
中
頃
に
集
中
し
て
い
る
。
尊
名
が
明
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ら
か
な
半
跏
思
惟
像
は
現
在
の
所
報
告
さ
れ
て
い
な
い
が
、
弥
勒
菩
薩
像
と
み
な

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
水
野
さ
や
氏
は
、
半
跏
思
惟
像
の
流
行

時
期
は
花
郎
が
活
躍
し
た
時
期
に
あ
た
り
、
特
に
六
世
紀
末
か
ら
花
郎
は
弥
勒
の

化
生
と
さ
れ
、
七
世
紀
初
め
に
は
仏
教
が
花
郎
集
団
の
基
本
理
念
と
な
り
、
彼
ら

の
信
仰
の
対
象
が
弥
勒
菩
薩
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
半
跏
思
惟
像
が
弥
勒
菩
薩
と

理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う（（3
（

。
ま
た
統
一
直
後
の
六
七
八
年
に
造
ら
れ
た

蓮
花
寺
四
面
石
像
で
は
、
表
面
に
五
尊
像
・
裏
面
に
半
跏
思
惟
像
を
配
す
る
が
、

銘
文
に
「
敬
造
阿
弥
陀
弥
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
半
跏
思
惟
像
が
弥
、
つ
ま
り
弥

勒
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
、
半
跏
思
惟
像
と
弥
勒
を
結
び
付
け
る
上
で
参
考
に

な
る
。

　

そ
れ
で
は
半
跏
思
惟
像
は
ど
の
よ
う
な
場
面
の
弥
勒
を
表
し
た
も
の
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
は
半
跏
思
惟
像
は
菩
薩
形
で
あ
る
た
め
、
兜
率
天
で
修
行
し

て
い
る
弥
勒
を
表
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
弥
勒
菩

薩
は
天
上
に
の
み
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
半
跏
思
惟
像
が
下
生
し

た
弥
勒
の
一
形
態
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。
半
跏
思
惟
像
が
下
生
信
仰

と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
は
、
す
で
に
大
西
修
也
氏
・
斎
藤
理
恵
子

氏
な
ど
に
よ
り
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

大
西
氏
は
河
清
元
年
銘
石
造
双
樹
下
半
跏
思
惟
像
を
取
り
上
げ
、「
一
方
は
兜

率
浄
土
へ
の
上
生
を
象
徴
す
る
弥
勒
菩
薩
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
も
う
一
方
は
こ

の
閻
浮
提
に
出
生
し
出
家
学
道
し
龍
華
樹
下
で
成
仏
す
る
弥
勒
を
、
悉
達
太
子
に

な
ぞ
ら
え
て
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。」
と
し
て
い
る（（3
（

。

　

ま
た
斎
藤
理
恵
子
氏
は
、「
弥
勒
は
下
生
後
や
が
て
成
仏
し
仏
陀
と
な
っ
て
龍

華
樹
下
で
説
法
す
る
と
さ
れ
る
が
、
成
道
前
の
弥
勒
を
表
現
す
る
と
す
れ
ば
下
生

後
で
あ
っ
て
も
菩
薩
形
が
ふ
さ
わ
し
い
。
菩
薩
半
跏
像
は
中
国
に
お
い
て
は
成
道

前
釈
迦
の
表
現
と
し
て
北
魏
以
降
定
着
し
て
い
た
。
成
道
前
の
弥
勒
を
表
現
す
る

の
に
、
こ
の
成
道
前
の
釈
迦
の
姿
す
な
わ
ち
半
跏
思
惟
像
を
借
用
す
る
可
能
性
は

十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。」
と
し
て
い
る（（3
（

。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、

改
め
て
こ
の
説
を
検
討
し
て
み
た
い
。

【図18】北響堂山石窟大業洞南壁　過去七仏及び弥勒如来像・観音菩薩像
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兜
率
天
に
お
け
る
弥
勒
の
様
子
に
つ
い
て
説
く
、
沮
渠
京
声
訳
『
仏
説
観
弥
勒

菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』
に
は
、
兜
率
天
上
の
弥
勒
は
前
世
で
亡
く
な
っ
た
あ
と
、

「
兜
率
天
の
七
宝
台
内
の
摩
尼
殿
上
の
獅
子
床
座
に
化
生
し
、
蓮
華
座
上
に
お
い

て
結
跏
趺
坐
す
る
」、
ま
た
「
昼
夜
六
時
常
に
不
退
転
地
の
法
輪
の
行
を
説
く
」

こ
と
が
説
か
れ
る（（3
（

。
つ
ま
り
兜
率
天
に
上
っ
た
弥
勒
は
、
半
跏
で
は
な
く
結
跏
趺

坐
で
、
天
衆
に
説
法
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
経
に
弥
勒
菩
薩
の
思
惟
す
る
様

子
は
ど
こ
に
も
説
か
れ
て
は
い
な
い
。
対
し
て
下
生
し
た
弥
勒
の
様
子
を
詳
し
く

説
く
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』（
以
下
『
大
成
仏
経
』
と
記
す
）

の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
弥
勒
は
生
を
う
け
る
所
か
ら
描
か
れ
、
悟
り
を
開
く
前

に
龍
華
菩
提
樹
の
下
に
坐
し
、
そ
の
後
そ
こ
で
成
道
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

弥
勒
が
悟
り
を
開
く
ま
で
の
過
程
は
、
釈
迦
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

注
目
で
き
る
の
は
悟
り
を
開
い
た
直
後
の
弥
勒
が
語
っ
た
言
葉
で
、「
久
し
く
衆

生
の
苦
を
念
ず
る
に
、
抜
か
ん
と
欲
す
る
も
脱
す
る
に
由
無
し
。
今
は
菩
提
を
證

し
た
れ
ば
、
霍
然
と
し
て
礙
ぐ
る
所
無
し
」
と
あ
り（（3
（

、
悟
り
を
開
く
前
は
下
生
し

た
世
界
の
衆
生
の
苦
し
み
を
思
い
、
そ
れ
を
取
り
除
こ
う
と
思
惟
し
て
い
た
こ
と

が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
半
跏
思
惟
像
と
し
て
表
さ
れ
た
弥
勒
は
、

下
生
し
て
き
た
弥
勒
の
成
道
前
の
姿
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
新
羅
の
弥

勒
信
仰
は
、
花
郎
が
弥
勒
の
化
生
と
し
て
現
世
に
現
れ
る
こ
と
を
望
む
、
現
世
利

益
的
な
下
生
信
仰
が
特
徴
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
神
仙
寺
石
窟
に
表
さ
れ
た
半
跏

思
惟
像
は
下
生
し
た
弥
勒
の
成
道
前
の
姿
と
し
、
成
道
前
と
成
道
後
と
い
う
二
種

類
の
下
生
弥
勒
の
姿
を
同
時
に
表
す
こ
と
で
、
窟
内
全
体
で
弥
勒
下
生
を
主
題
と

し
た
世
界
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

第
五
章
　�

神
仙
寺
石
窟
の
造
像
背
景�

─
現
身
見
仏
に
つ
い
て

第
一
節
　
弥
勒
の
大
き
さ
に
つ
い
て

　

最
後
に
、
神
仙
寺
石
窟
全
体
の
尊
像
構
成
と
そ
の
造
像
背
景
を
明
ら
か
に
し
て

み
た
い
。
尊
像
構
成
の
中
心
と
な
る
の
は
石
窟
本
尊
で
あ
る
弥
勒
如
来
像
で
あ
る
。

こ
の
像
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
七
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
巨
大
な
像
と
し
て
造
立
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
朝
鮮
半
島
の
仏
像
の
中
で
も
随
一
の
大
き
さ
を
誇
る
。

　

西
域
や
中
国
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
弥
勒
は
巨
大
な
大
仏
と
し
て
造
立
さ
れ
て

い
る
。
宮
治
昭
氏
は
、
弥
勒
の
身
長
は
『
弥
勒
来
時
経
』
や
『
観
仏
三
昧
海
経
』

で
十
六
丈
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
、
釈
迦
丈
六
の
十
倍
で
あ
る
十
六
丈
と
い
う

の
が
、
弥
勒
の
身
長
の
初
期
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
と
す
る（（3
（

。
こ
の
身
長
は
『
大

成
仏
経
』
で
は
三
十
二
丈
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
弥
勒
下
生
成
仏
経
』
で
は
千
尺
と
次

第
に
拡
大
し
て
い
く
。
こ
れ
に
加
え
『
大
成
仏
経
』
の
摩
訶
迦
葉
が
釈
迦
よ
り
託

さ
れ
た
袈
裟
を
弥
勒
に
渡
す
場
面
で
は
、
渡
し
た
袈
裟
は
弥
勒
の
右
手
す
ら
覆
う

こ
と
が
出
来
ず
、
わ
ず
か
に
両
指
を
覆
う
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
が（（4
（

、

こ
れ
も
弥
勒
が
釈
迦
に
比
べ
て
い
か
に
大
き
い
存
在
で
あ
っ
た
か
を
よ
く
示
さ
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
宮
治
氏
は
、
五
世
紀
初
頭
に
法
顕
が
陀
歴
で
見
た
像
高
八
十
尺
の
弥
勒

像
（
現
存
せ
ず
）
を
取
り
上
げ
、『
名
僧
伝
』
第
二
十
六
宝
雲
条
に
「
弥
勒
成
仏

像
」
と
あ
る
事
よ
り
下
生
弥
勒
像
で
あ
る
こ
と
、
同
第
二
十
六
法
盛
条
に
「
憂
長

国
の
東
北
、
牛
頭
栴
檀
の
弥
勒
像
を
見
る
。
身
高
は
八
尋
、
一
尋
は
此
の
国
の
一

丈
な
り
。
仏
滅
度
の
後
四
百
八
十
年
に
あ
た
り
、
羅
漢
有
り
、
可
利
難
陀
と
名
づ
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〇

く
。
人
を
済
わ
ん
が
為
に
兜
率
天
に
昇
り
て
、
仏
の
真
形
を
写
し
、
此
の
像
に
印

す
る
な
り
。」
と
記
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、
羅
漢
が
実
際
に
兜
率
天
上
の
弥
勒
に
見

え
て
そ
の
真
の
姿
を
写
し
て
像
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し

て
氏
は
こ
れ
が
遠
い
将
来
出
現
す
る
と
い
う
弥
勒
に
対
す
る
真
正
さ
を
保
証
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
と
し
、
真
正
の
弥
勒
下
生
像
で
あ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
と
さ

れ
た
。

　

つ
ま
り
巨
大
な
弥
勒
を
造
る
こ
と
は
、
そ
の
弥
勒
が
真
正
な
る
も
の
＝
真
の
弥

勒
で
あ
る
と
示
す
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
弥
勒
を
大
仏
で
造
る
こ
と
の
意
義
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
神
仙
寺
石
窟
は
天
然
の
巨
石
を
利
用
し
て
い
る
た
め
造
立

で
き
る
大
き
さ
に
限
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
一
番
大
き

な
北
壁
を
可
能
な
限
り
使
用
し
、
他
像
と
比
べ
て
ひ
と
き
わ
大
き
く
弥
勒
如
来
像

を
造
立
し
た
の
は
、
真
正
の
弥
勒
で
あ
る
こ
と
を
意
図
し
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
北
壁
西
側
の
群
像
が
壁
面
の
広
さ
に
比
し
て
不
自
然
に
小
さ
く
表
さ
れ
て

い
る
の
は
、
弥
勒
如
来
像
の
大
き
さ
を
際
立
た
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。

第
二
節
　
弥
勒
下
生
信
仰
と
現
身
見
仏

　

石
窟
内
に
真
正
の
弥
勒
を
表
す
と
い
う
こ
と
は
、
真
の
弥
勒
を
眼
の
当
た
り
に

見
た
い
と
い
う
願
い
で
あ
る
。
つ
ま
り
遠
い
未
来
で
は
な
く
、
今
こ
の
場
所
で
、

現
在
の
身
の
ま
ま
真
の
弥
勒
に
見
え
る
、
す
な
わ
ち
「
現
身
見
仏
」
の
成
就
を
目

指
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
見
仏
と
は
「
眼
に
よ
っ
て
仏
を
見
る
。

ま
の
あ
た
り
に
仏
の
姿
を
拝
す
る
の
意
。
心
に
仏
を
観
ず
る
観
仏
に
対
す
る
。
多

く
三
昧
に
入
っ
た
中
で
の
体
験
と
し
て
我
が
面
前
に
立
つ
仏
を
見
る
と
い
う
形
に

お
い
て
得
ら
れ
る
。」
と
さ
れ
、
観
仏
と
は
異
な
る（（4
（

。
大
南
龍
昇
氏
は
、
観
仏
三

昧
を
媒
介
と
し
て
三
昧
中
に
仏
身
を
眼
の
当
た
り
に
見
る
こ
と
を
見
仏
と
し
、
観

仏
か
ら
見
仏
へ
の
移
行
を
指
摘
し
て
い
る（（4
（

。

　

『
大
成
仏
経
』
に
は
、
下
生
し
成
道
し
た
弥
勒
の
所
に
来
至
す
る
条
件
の
一
つ

と
し
て
「
持
戒
し
多
聞
な
り
て
、
禅
定
を
修
行
し
無
漏
の
智
慧
あ
る
を
以
て（（4
（

」
と

あ
り
、
下
生
し
た
弥
勒
の
所
に
来
至
す
る
、
す
な
わ
ち
弥
勒
に
見
え
る
た
め
に
禅

定
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
、
釋
道
安
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

早
く
か
ら
弥
勒
信
仰
の
担
い
手
は
習
禅
僧
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
拠
り
所
と
し
て
い

た
の
が
禅
観
経
典
で
あ
る
。
禅
観
経
典
と
は
仏
の
相
好
や
功
徳
を
観
想
す
る
観
仏

三
昧
と
い
う
行
法
を
説
く
経
典
で
、
中
国
で
は
こ
の
禅
観
経
典
が
五
世
紀
前
半
に

ま
と
め
て
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。
禅
観
経
典
と
弥
勒
信
仰
の
関
係
に
つ
い
て
詳
細
な

研
究
を
さ
れ
た
宮
治
昭
氏
は
、
キ
ジ
ル
石
窟
第
一
期
（
第
一
様
式
）
の
ヴ
ォ
ー
ル

ト
天
井
壁
画
に
関
す
る
考
察
に
お
い
て
、
禅
定
僧
の
図
像
と
禅
観
経
典
そ
し
て
弥

勒
信
仰
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
様
々
な
禅
観
経
典
に
兜
率
天
往
生
が
説
か
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（（4
（

。

　

筆
者
も
以
前
、
習
禅
僧
・
禅
観
経
典
と
弥
勒
信
仰
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
が

あ
り
、
禅
観
経
典
に
上
生
信
仰
の
み
な
ら
ず
下
生
信
仰
に
関
わ
る
記
述
を
確
認
し

た
（
（4
（

。『
観
仏
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
第
六
に
は
、

　

「�

此
の
人
、
観
像
の
因
縁
功
徳
に
し
て
、
弥
勒
出
世
す
る
に
、
弥
勒
仏
初
め
て

始
め
て
龍
華
樹
に
於
い
て
結
跏
趺
坐
す
る
に
見
え
る
。」

と
あ
る（（4
（

。
ま
た
鳩
摩
羅
什
訳
『
禅
秘
要
法
経
』
白
骨
観
の
部
分
に
は
、

　

「�

世
世
生
ま
る
る
所
、
見
仏
を
離
れ
ず
。
来
世
に
お
い
て
弥
勒
の
龍
華
初
会
に

値
遇
し
、
必
ず
や
先
ん
じ
て
法
を
聞
き
、
證
を
得
て
解
脱
す
。（
（4
（

」
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「�

弥
勒
成
仏
す
る
に
、
最
初
に
法
を
聞
き
、
阿
羅
漢
果
を
得
、
三
明
六
通
し
、

八
解
脱
を
具
ふ（（4
（

」

と
あ
り
、
禅
観
経
典
に
弥
勒
下
生
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な

わ
ち
観
仏
を
修
す
る
こ
と
に
よ
り
見
仏
へ
と
至
り
、
下
生
し
た
弥
勒
に
見
え
る
こ

と
が
か
な
う
と
説
か
れ
る
。
特
に
北
斉
時
代
に
は
、
法
上
・
僧
稠
を
は
じ
め
と
す

る
習
禅
僧
が
活
躍
・
厚
遇
さ
れ
、
文
宣
帝
は
彼
ら
を
通
じ
て
弥
勒
下
生
信
仰
に
精

通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（（4
（

。

　

神
仙
寺
石
窟
が
造
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
七
世
紀
前
半
の
新
羅
に
お
い
て
、

現
身
見
仏
を
求
め
て
観
仏
が
修
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
こ

で
は
新
羅
に
お
け
る
弥
勒
経
典
の
注
釈
書
の
一
つ
で
あ
る
『
弥
勒
上
生
経
宗
要
』

（
以
下
『
宗
要
』
と
記
す
）
を
取
り
上
げ
た
い
。
著
者
は
元
暁
（
六
一
七
～
六
八

六
）
で
あ
る
。
新
羅
で
は
様
々
な
弥
勒
経
典
の
注
釈
書
が
作
ら
れ
た
が
、
現
存
す

る
の
は
こ
の
元
暁
の
『
宗
要
』
と
憬
興
の
『
三
弥
勒
経
疏
』
の
み
で
あ
る
。『
宗

要
』
次
第
四
に
は
、
弥
勒
信
仰
と
見
仏
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
。

　

「�

次
第
四
、
三
經
の
同
異
を
明
ら
か
に
す
。
上
生
下
生
及
び
或
ひ
は
佛
經
、
相

望
む
に
、
略
三
種
の
同
異
有
り
。
一
に
は
所
為
の
同
異
な
り
。
二
に
は
所
詮

の
同
異
な
り
。
三
に
は
所
攝
の
同
異
な
り
。
所
為
の
同
異
を
言
う
は
、
修
觀

の
行
也
。
其
れ
三
品
有
り
。
上
品
の
人
、
或
ひ
は
觀
佛
三
昧
を
修
し
、
或
ひ

は
懺
悔
の
行
法
に
因
り
、
即
は
ち
現
身
に
お
い
て
、
彌
勒
に
見
え
る
を
得
る
。

心
の
優
劣
に
随
い
て
、
見
形
に
大
小
あ
り
。
此
れ
、
觀
佛
三
昧
海
經
及
び
大

方
等
陀
羅
尼
經
に
說
く
が
如
き
也
。
中
品
の
人
、
或
ひ
は
觀
佛
三
昧
を
修
し
、

或
ひ
は
諸
の
淨
業
を
作
す
に
よ
り
、
此
の
身
を
捨
て
る
後
、
兜
率
天
に
生
ま

れ
、
彌
勒
に
見
え
る
を
得
、
不
退
轉
に
至
る
。
是
故
に
上
生
經
の
說
く
所
也
。

不
品
の
人
、
施
戒
等
種
種
の
善
業
を
修
し
、
此
の
發
願
に
依
り
、
彌
勒
見
え

ん
こ
と
を
願
う
。
此
の
身
を
捨
つ
る
後
、
業
に
隨
ひ
て
生
を
受
く
。
乃
至
彌

勒
成
道
之
時
、
世
尊
の
三
會
に
要
見
し
、
度
を
得
る
な
り
。
是
れ
下
生
成
佛

經
に
說
く
が
如
し
。
是
れ
即
ち
上
生
の
所
為
は
中
品
人
の
為
な
り
。
餘
り
の

二
經
は
下
品
人
の
為
也（（5
（

。」

　

こ
こ
で
は
ま
ず
衆
生
を
上
品
・
中
品
・
下
品
の
三
つ
に
分
け
る
。
そ
し
て
上
品

の
人
は
、
観
仏
三
昧
あ
る
い
は
懺
悔
の
行
法
に
よ
っ
て
、
現
身
に
お
い
て
弥
勒
と

見
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
中
品
の
人
は
観
仏
三
昧
あ
る
い
は
諸
々
の
浄
業

を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
亡
く
な
っ
た
後
に
兜
率
天
に
生
ま
れ
て
弥
勒
に
会
う
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
下
品
の
人
は
様
々
な
善
業
を
行
い
、
発
願
す
る
こ
と
に
よ

り
亡
く
な
っ
た
後
は
業
に
随
い
再
び
生
を
受
け
、
未
来
の
弥
勒
の
成
道
の
時
に
弥

勒
三
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
弥
勒
を
信
仰
す
る
上

で
一
番
素
晴
ら
し
い
の
は
、
兜
率
天
上
生
で
も
未
来
の
弥
勒
三
会
に
会
う
こ
と
で

も
な
く
、
現
身
に
て
現
世
で
弥
勒
に
見
え
る
こ
と
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
た
め
の
方
法
と
し
て
、
観
仏
三
昧
、
あ
る
い
は
懺
悔
行
法
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

著
者
で
あ
る
元
暁
は
七
世
紀
に
活
躍
し
た
人
物
で
、
こ
の
『
宗
要
』
が
書
か
れ

た
の
は
、
神
仙
寺
石
窟
の
造
営
と
あ
ま
り
時
間
を
隔
て
な
い
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
神
仙
寺
石
窟
造
営
時
の
七
世
紀
前
半
に
も
、
新
羅
で
は
弥
勒
下
生
信
仰

に
お
い
て
現
身
見
仏
を
願
い
、
観
仏
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
は
大
い
に
考
え
ら
れ

よ
う
。
禅
観
経
典
が
新
羅
に
い
つ
将
来
さ
れ
た
の
か
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

『
宗
要
』
に
「
此
れ
、
觀
佛
三
昧
海
經
及
び
大
方
等
陀
羅
尼
經
に
說
く
が
如
き

也
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
羅
で
も
七
世
紀
に
は
仏
陀
跋
陀
羅
訳
『
観
仏
三
昧
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海
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
禅
観
経
典
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

加
え
て
注
目
し
た
い
の
が
、『
宗
要
』
に
は
現
身
で
弥
勒
に
見
え
る
た
め
の
方

法
と
し
て
観
仏
三
昧
と
と
も
に
、
滅
罪
を
目
的
と
す
る
懺
悔
行
法
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。
代
表
的
な
禅
観
経
典
の
一
つ
で
あ
る
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
は
、

観
仏
の
功
徳
と
し
て
繰
り
返
し
滅
罪
が
説
か
れ
て
い
る
。
巻
九
・
観
像
品
第
九
に

は
、

　

「�

願
は
く
は
来
世
盲
冥
衆
生
の
為
に
、
像
相
を
観
ず
る
法
を
具
足
演
說
し
、
諸

の
衆
生
を
し
て
仏
の
所
說
に
依
り
、
恒
に
諸
仏
世
尊
に
值
遇
す
る
こ
と
を
得
、

念
仏
三
昧
を
得
さ
し
む
。
三
昧
力
故
に
諸
の
衆
生
を
し
て
罪
悪
よ
り
遠
離
せ

し
め
、
罪
滅
を
以
て
が
故
に
、
現
に
諸
仏
を
見
せ
し
め
よ（（5
（

。」

と
し
て
、
見
仏
を
得
る
段
階
と
し
て
滅
罪
が
説
か
れ
て
お
り
、
見
仏
を
達
成
す
る

た
め
に
は
滅
罪
が
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
懺
悔
行
法
に

深
く
関
わ
る
の
が
観
音
菩
薩
で
あ
る
。
観
音
の
懺
悔
を
説
く
経
典
と
し
て
は
『
請

観
世
音
菩
薩
消
伏
毒
害
陀
羅
尼
呪
経
』
が
有
名
で
あ
る
が
、
闍
那
崛
多
訳
『
種
種

雑
呪
経
』
な
ど
も
挙
げ
ら
れ（（5
（

、
ま
た
偽
経
と
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
『
観
世
音

三
昧
経
』
に
も
観
音
に
よ
る
滅
罪
が
説
か
れ
て
い
る（（5
（

。
東
壁
に
表
さ
れ
た
観
音
菩

薩
像
は
、
下
生
弥
勒
と
の
繋
が
り
を
持
つ
ば
か
り
で
な
く
、
現
身
で
弥
勒
に
見
え

る
た
め
、
見
仏
に
至
る
為
の
滅
罪
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
れ
を
手
助
け
す
る
と
い
う

重
要
な
役
割
を
期
待
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
弥
勒
に
次
ぐ
大
き
さ

で
石
窟
内
の
奥
壁
に
造
立
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
群
像

の
中
の
両
手
を
弥
勒
の
方
に
差
し
出
す
三
軀
の
仏
菩
薩
像
に
つ
い
て
は
、
経
典
と

の
一
致
が
難
し
い
が
、
本
稿
で
は
修
観
者
の
滅
罪
を
認
め
弥
勒
の
も
と
へ
と
（
見

仏
へ
と
）
誘
う
仏
菩
薩
達
と
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
そ
の
下
部
に
表
さ
れ
た

弥
勒
の
方
へ
と
向
か
う
二
人
の
俗
形
の
人
物
像
が
修
観
者
と
考
え
ら
れ
よ
う（（5
（

。

　

以
上
の
考
察
よ
り
、
神
仙
寺
石
窟
は
弥
勒
下
生
信
仰
の
も
と
、
真
正
な
る
巨
大

な
弥
勒
如
来
像
を
本
尊
と
し
、
観
音
菩
薩
の
助
け
を
借
り
つ
つ
、
禅
観
経
典
に
基

づ
き
観
像
か
ら
観
仏
、
そ
し
て
見
仏
を
達
成
す
る
場
と
し
て
造
営
さ
れ
た
と
い
う

説
を
提
示
し
た
い
。
神
仙
寺
石
窟
は
断
石
山
の
頂
上
付
近
、
い
わ
ゆ
る
山
岳
地
に

位
置
す
る
。
大
西
氏
は
、
山
岳
地
に
開
鑿
さ
れ
た
磨
崖
石
窟
は
観
法
実
修
の
道
場

的
生
活
を
持
つ
と
し
て
い
る
が
、
神
仙
寺
石
窟
も
そ
の
よ
う
な
場
に
あ
て
は
ま
る
。

こ
の
神
仙
寺
石
窟
は
金
庾
信
が
修
道
の
た
め
に
入
っ
た
中
岳
石
窟
に
当
た
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
先
学
に
よ
り
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
改

め
て
『
三
国
史
記
』
巻
四
十
一
・
金
庾
信
伝
を
確
認
す
る
と
、「
獨
り
行
き
て
中

嶽
石
崛
に
入
り
、
斎
戒
し
天
盟
に
誓
ひ
て
曰
く
（
後
略（（5
（

）」
と
あ
り
、
一
人
籠
り

身
を
浄
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。
石
窟
内
は
南
北
の
幅
三
メ
ー
ト
ル
で
非
常
に
狭
く
、

東
西
に
細
長
い
空
間
で
あ
ま
り
広
く
は
な
い
。
さ
ら
に
地
面
の
段
差
に
よ
り
窟
内

が
二
つ
に
区
切
ら
れ
て
お
り
、
弥
勒
の
前
は
一
人
分
ほ
ど
の
空
間
と
な
る
。
観
仏

を
修
し
見
仏
を
成
就
す
る
た
め
に
は
適
し
た
場
所
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

本
稿
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
銘
文
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
し
か
し
銘
文
の
解
釈
か
ら
も
本
稿
の
説
を
補
強
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
銘
文
に
唯
一
出
て
く
る
人
名
「
菩
薩
戒
弟
子
岑
珠
」
は
こ
の
石
窟
の

発
願
者
と
考
え
ら
れ
る
が
、
菩
薩
戒
弟
子
で
あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

銘
文
の
内
容
の
検
討
及
び
俗
形
の
人
物
像
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と

し
た
い
。



佛
教
大
学
　
歴
史
学
部
論
集
　
第
一
四
号
（
二
〇
二
四
年
三
月
）

七
三

お
わ
り
に

　

最
後
に
本
考
察
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
ま
ず
新
羅
の
弥
勒
下
生
信
仰
に
つ
い

て
、
北
斉
か
ら
の
伝
播
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
そ
の
現
世
利
益
的
特
徴
を
確
認
し

た
。

　

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
神
仙
寺
石
窟
の
考
察
を
行
い
、
制
作
年
代
は
七
世
紀
前
半

で
あ
り
、
北
斉
時
代
の
仏
像
の
系
譜
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
し
た
。
さ
ら

に
本
尊
で
あ
る
巨
大
な
弥
勒
如
来
像
は
、
真
正
の
弥
勒
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
た
上
で
、
神
仙
寺
石
窟
の
他
に
例
を
見
な
い
尊
像
構
成
は
、
全
体
と
し
て

弥
勒
下
生
の
世
界
を
主
題
と
し
、
禅
観
経
典
に
基
づ
き
、
現
身
で
弥
勒
に
見
え
る

現
身
見
仏
を
願
っ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
を
提
示
し
た
。
神
仙
寺

石
窟
は
新
羅
の
弥
勒
下
生
信
仰
の
在
り
方
を
示
す
貴
重
な
作
例
の
一
つ
だ
と
言
え

よ
う
。

〔
註
〕

（
1
）	

拙
稿
①
「
北
響
堂
山
石
窟
北
洞
に
表
さ
れ
た
弥
勒
下
生
の
世
界
」（
仏
教
芸
術

学
会
『
仏
教
芸
術
』
第
八
号　

二
〇
二
二
）。

	

拙
稿
②
「
文
宣
帝
の
弥
勒
下
生
信
仰
と
転
輪
聖
王
へ
の
意
識
─
北
響
堂
山
石
窟

北
洞
の
造
像
背
景
に
つ
い
て
─
」（
同
志
社
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程
『
博
物

館
学
年
報
』
第
五
十
三
号　

二
〇
二
二
）。

（
2
）	『
大
正
蔵
』
巻
四
十
九
、
九
八
六
頁
中
十
九
～
二
十
一
行
。

（
3
）	『
大
正
蔵
』
巻
四
十
九
、
九
八
七
頁
下
二
十
～
二
十
一
行
。

（
4
）	『
大
正
蔵
』
巻
四
十
九
、
九
九
五
頁
上
六
～
九
行
。

（
5
）	

花
郎
に
つ
い
て
は
、
三
品
彰
英
『
新
羅
花
郎
の
研
究
』（
平
凡
社　

一
九
七

四
）
に
詳
し
い
。

（
6
）	『
三
国
史
記
』
や
『
三
国
遺
事
』
の
記
事
よ
り
、
興
輪
寺
が
完
成
し
た
翌
月
に

は
、
国
民
に
対
し
て
出
家
し
僧
や
僧
尼
に
な
る
こ
と
を
許
可
し
た
こ
と
、
五
五

〇
年
に
は
安
蔵
法
師
を
大
書
省
に
、
五
五
一
年
に
は
恵
亮
法
師
を
国
統
、
宝
良

法
師
を
大
都
維
那
に
任
じ
る
な
ど
僧
官
制
を
実
施
し
た
こ
と
、
ま
た
大
寺
院
皇

龍
寺
を
は
じ
め
、
祇
園
寺
・
実
際
寺
な
ど
寺
院
を
建
立
し
、
五
七
四
年
に
は
皇

龍
寺
に
丈
六
の
仏
像
を
鋳
造
し
た
こ
と
、
そ
し
て
百
座
講
会
や
八
関
斎
会
な
ど

の
法
会
を
開
催
し
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

（
7
）	

金
思
燁
訳
『
完
訳
三
国
史
記
』
六
興
出
版　

一
九
八
〇
、
八
十
四
～
八
十
六
項
。

（
8
）	『
三
国
遺
事
』
巻
一
・
紀
異
第
一
・
眞
興
王
条
。

（
9
）	

諏
訪
義
純
『
中
国
中
世
仏
教
史
研
究
』　

大
東
出
版
社　

一
九
八
八
。

（
10
）	

倉
本
尚
徳
「
北
朝
造
像
銘
に
お
け
る
転
輪
王
関
係
の
用
語
の
出
現
」（『
印
度
學

佛
教
學
研
究
』
第
六
十
巻
第
一
号　

二
〇
一
〇
年
）。

（
11
）	

水
野
さ
や
『
韓
国
仏
像
史
』　

名
古
屋
大
学
出
版
会　

二
〇
一
六
。

（
12
）	

田
村
圓
澄
『
日
本
仏
教
史
四　

百
済
・
新
羅
』　

法
蔵
館　

一
九
八
三
。

（
13
）	

黄
寿
永
「
断
石
山
神
仙
寺
石
窟
磨
崖
像
」（『
韓
国
の
仏
像
』　

三
和
出
版
社　

一
九
七
三
）。

（
14
）	『
大
正
蔵
』
巻
四
十
九
、
九
九
五
頁
中
九
行
目
。

（
15
）	

毛
利
久
「
朝
鮮
三
国
時
代
の
弥
勒
浄
土
磨
崖
像
」（『
文
化
財
學
報
』
第
一
集

（
奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科　

一
九
八
二
）。

	

文
明
大
責
任
監
修
『
韓
国
佛
教
美
術
大
典
』　

韓
国
色
彩
文
化
社　

一
九
九
四
。

	

文
明
大
「
단
석
산 

석
굴 

구
조
와 

유
가
파
（
瑜
伽
派
）
마
애
미
륵
반
가
사
유
상

과 

미
륵
삼
존
불
입
상
의
종
합
적 

연
구
」（
한
국
불
교
미
술
사
학
회
『
강
좌 

미

술
사
』
57
권　

二
〇
二
一
）。

	

水
野
さ
や
前
掲
11
。

	

朴
亨
國
「
朝
鮮
半
島
の
仏
教
美
術
」（『
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
10　

朝
鮮
半
島
・
ベ

ト
ナ
ム　

漢
字
文
化
圏
へ
の
広
が
り
』　

佼
成
出
版
社　

二
〇
一
九
）。

（
16
）	
大
西
修
也
『
日
韓
古
代
彫
刻
史
論
』　

中
国
書
店　

二
〇
〇
二
。

（
17
）	
高
惠
蓮
「
단
석
산 

미
륵
삼
존
불 

도
상 

재
고
」（
신
라
사
학
회
『
신
라
사
학

보
』
제
29
호　

二
〇
一
三
）。

（
18
）	

朱
秀
浣
「
斷
石
山
神
仙
寺
磨
崖
佛
의
圖
像
學
的
再
考‒ 

삼
국
시
대 

授
記
三
尊



新
羅
の
弥
勒
下
生
信
仰
と
見
仏
（
清
水
真
澄
）

七
四

과 

반
가
상 

도
상
의
전
개
」（
한
국
불
교
학
회
『
한
국
불
교
학
』 

제
80
집　

二
〇

一
六
）。

（
19
）	
前
掲
15
文
明
大
氏
論
文
。

（
20
）	
前
掲
15
毛
利
久
氏
論
文
。

（
21
）	

前
掲
16
大
西
修
也
氏
。

（
22
）	

前
掲
18
朱
秀
浣
氏
論
文
。

（
23
）	

前
掲
15
文
明
大
氏
論
文
。

（
24
）	

前
掲
16
大
西
修
也
氏
。

（
25
）	

弥
勒
如
来
像
と
二
菩
薩
像
の
彫
り
の
深
さ
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
像
の
大
き
さ

の
差
に
よ
る
も
の
と
、
あ
と
は
弥
勒
如
来
像
は
本
石
窟
の
本
尊
で
あ
る
こ
と
よ

り
、
敢
え
て
こ
の
像
だ
け
を
高
肉
彫
に
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
26
）	

文
明
大
氏
は
こ
の
像
を
如
来
像
と
す
る
。

（
27
）	

閔
丙
贊
「
韓
国
三
国
時
代
の
金
銅
如
来
立
像
の
図
像
再
考
─
右
手
に
宝
珠
を
持

つ
如
来
立
像
を
中
心
に
─
」（『
鹿
苑
雑
集
』
六　

奈
良
国
立
博
物
館　

二
〇
〇

四
）。

（
28
）	

前
掲
15
文
明
大
氏
論
文
。

（
29
）	「
…
為
亡
伯
母
造
光
世
音
像
一
區
□
願
居
家
大
小
常
与
弥
勒
佛
會
」

（
30
）	「
…
造
観
世
音
一
區
…
群
生
弥
勒
三
會
倶
登
正
覚
…
」

（
31
）	「
…
造
観
音
白
玉
像
一
區
…
生
々
世
々
恒
値
諸
佛
弥
勒
下
生
一
時
居
道
」

（
32
）	「
…
敬
造
王
石
像
観
世
音
一
區
…
弥
勒
三
會
…
」

（
33
）	

倉
本
尚
徳
「
北
朝
石
刻
に
み
る
「
観
世
音
仏
」
信
仰
」（『
印
度
學
佛
教
學
研

究
』
第
五
十
八
巻
第
一
号　

二
〇
〇
九
）。

（
34
）	

前
掲
11
水
野
さ
や
氏
。

（
35
）	

大
西
修
也
「
韓
国
半
跏
思
惟
像
の
成
立
と
尊
格
に
つ
い
て
」（『
佛
教
藝
術
』
二

〇
八　

一
九
九
三
）。

（
36
）	

斎
藤
理
恵
子
「
弥
勒
菩
薩
像
の
諸
相
」（『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
第
六
巻
第

一
号　

二
〇
〇
二
）。

（
37
）	『
大
正
蔵
』
巻
十
四
、
四
一
九
頁
下
二
十
一
～
二
十
二
行
、
四
二
〇
頁
三
～
四
行
。

（
38
）	『
大
正
蔵
』
巻
十
四
、
四
三
〇
頁
下
五
行
。

（
39
）	

宮
治
昭
『
涅
槃
と
弥
勒
の
図
像
学
』　

吉
川
弘
文
館　

一
九
九
二
。

（
40
）	『
大
正
蔵
』
巻
十
四
、
四
三
三
頁
下
十
五
～
十
六
行
。

（
41
）	

中
村
元
他
編
『
岩
波
仏
教
辞
典
』　

岩
波
書
店　

一
九
八
九
。

（
42
）	

大
南
龍
昇
「
三
昧
経
典
に
お
け
る
見
仏
と
観
仏
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
二

十
三
（
二
）
一
九
七
五
年
）、
同
「
見
仏
─
そ
の
起
源
と
展
開
」（『
大
正
大
学

研
究
紀
要
』
第
六
十
三
輯　

一
九
七
七
年
）。

（
43
）	『
大
正
蔵
』
巻
十
四
、
四
三
二
頁
上
十
四
～
十
五
行
。

（
44
）	

前
掲
39
宮
治
昭
氏
。

（
45
）	

前
掲
1
拙
稿
②
。

（
46
）	『
大
正
蔵
』
巻
十
五
、
六
八
一
頁
下
四
～
六
行
。

（
47
）	『
大
正
蔵
』
巻
十
五
、
二
六
八
頁
上
十
七
～
十
八
行
。

（
48
）	『
大
正
蔵
』
巻
十
五
、
二
五
四
頁
下
十
二
～
十
三
行
。

（
49
）	

前
掲
1
拙
稿
②
。

（
50
）	『
大
正
蔵
』
巻
三
十
八
、
三
〇
〇
頁
中
十
～
二
十
二
行
。

（
51
）	『
大
正
蔵
』
巻
十
五
、
六
九
一
頁
下
四
～
七
行
。

（
52
）	

船
山
徹
編
シ
リ
ー
ズ
実
践
仏
教
Ⅲ　

倉
本
尚
徳
『
儀
礼
と
仏
像
』　

臨
川
書
店　

二
〇
二
二
。

（
53
）	『
観
世
音
三
昧
経
』
は
大
蔵
経
に
は
収
録
さ
れ
ず
。
牧
田
諦
亮
『
六
朝
古
逸
観

世
音
応
験
記
の
研
究
』
に
、
守
屋
孝
蔵
氏
旧
蔵
本
を
底
本
し
て
、
数
点
の
敦
煌

写
経
本
と
校
勘
し
た
も
の
を
収
録
。『
法
華
経
』
普
門
品
に
は
説
か
れ
な
い
観

音
の
来
歴
・
成
仏
が
説
か
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
、
阿
弥
陀
か
ら
独
立
し
た
観
音

の
位
置
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
経
典
を
受
持
・
読
誦
、
行
を
行
え
ば
衆
罪

は
悉
く
自
然
と
消
滅
し
、
こ
の
経
を
受
持
す
る
果
報
と
し
て
弥
勒
出
世
に
お
い

て
三
会
の
首
座
と
な
る
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
神
仙
寺
石
窟
を
考
え
る
上
で

も
非
常
に
興
味
深
い
。
し
か
し
未
だ
検
討
が
十
分
で
は
な
い
た
め
今
後
の
課
題

と
す
る
。

（
54
）	
こ
の
人
物
像
の
う
ち
東
側
の
像
は
、
銘
文
に
唯
一
出
て
く
る
人
名
で
あ
る
「
菩

薩
戒
弟
子
岑
珠
」
に
あ
た
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。

（
55
）	
前
掲
7
、
七
〇
八
頁
。



佛
教
大
学
　
歴
史
学
部
論
集
　
第
一
四
号
（
二
〇
二
四
年
三
月
）

七
五

［
図
版
出
典
］

図
1　

黄
寿
永
「
断
石
山
神
仙
寺
石
窟
磨
崖
像
」（『
韓
国
の
仏
像
』　

三
和
出
版
社　

一
九
七
三
）
挿
図
19
・
20

図
2
─
1
・
図
4
・
7
・
10
・
14
・
15　

崔
聖
銀
・
郭
東
錫
『
韓
国
の
仏
像
』　

厨
書

出
版　

藝
耕　

二
〇
〇
四

図
3　

文
明
大
責
任
監
修
『
韓
国
佛
教
美
術
大
典
』　

韓
国
色
彩
文
化
社　

一
九
九
四

図
2
─
2
・
6
─
1
・
8
・
9
・
11
・
12
・
13
・
16
・
17　

滋
賀
県
立
大
学
名
誉
教
授

田
中
俊
明
氏
撮
影

図
5　

松
原
三
郎
『
中
国
仏
教
彫
刻
史
論
』
二　

吉
川
弘
文
館　

一
九
九
五

図
6
─
2　

筆
者
撮
影

図
18　

『
中
国
佛
教
美
朮
全
集
・
彫
塑
巻　

响
堂
山
石
窟　

下
』　

天
津
人
民
美
術
出

版
社　

二
〇
一
四

〔
付
記
〕

神
仙
寺
石
窟
の
現
地
調
査
に
際
し
て
は
、
滋
賀
県
立
大
学
名
誉
教
授
田
中
俊
明
先
生

に
御
助
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
写
真
の
ご
提
供
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な

が
ら
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（

し
み
ず　

ま
す
み　

歴
史
学
部
非
常
勤
講
師
）
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